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新春の透き通った陽気の中、平成16年泉南市成人記念祭が開催され、泉南市では770人

（女性362人・男性408人）が、このめでたき日を迎え、社会人の仲間入りを果たしました。

マスコミ報道等で全国的に話題の多い成人式ですが、泉南市では、青年団協議会のメンバ

ーや新成人自らが企画・運営に参画する実行委員会を組織し、手づくりの成人記念祭として

開催しています。恒例となった「新成人の主張」では、新成人としての決意や抱負が力強く

語られ、また、新成人全員が起立し、社会人としての活躍を祈念しての「一本締め」が行わ

れるなど、元気で明るい成人記念祭となりました。 （１月１２日）

輝く瞬間
と き

よ、いつまでも‥
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＊
参
加
者
の
声
＊

▼
戦
争
に
参
加
し
よ
う
と
し
て
い
る
現
状

を
真
剣
に
一
人
ひ
と
り
が
考
え
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
し
た
。（
六
〇
代
・
女
性
）

▼
本
当
に
世
の
中
が
平
和
に
な
っ
て
欲
し

い
と
切
に
思
い
ま
し
た
。
暴
力
で
は
な
く

非
暴
力
で
対
話
に
よ
っ
て
平
和
を
築
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
（
五
〇

代
・
女
性
）

▼
一
人
の
女
性
と
し
て
今
で
き
る
こ
と
、

私
の
中
の
小
さ
な
力
を
何
か
で
表
現
し
た

く
な
る
心
が
開
き
ま
し
た
。
世
界
が
平
和

で
あ
る
こ
と
は
当
た
り
前
で
も
、
な
ぜ
‥

と
心
か
ら
難
し
い
ひ
と
つ
を
再
度
思
い
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。（
四
〇
代
・
女
性
）

▼
数
字
に
よ
っ
て
、
世
界
に
住
む
人
々
の

多
く
が
豊
か
な
生
活
を
し
て
い
な
い
こ
と

が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。「
豊
か
さ
」

と
「
幸
せ
」
と
い
う
こ
と
も
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。（
五
〇
代
・
男
性
）

▼
貧
し
い
人
が
幸
せ
に
な
る
五
つ
の
こ

と
、
貧
し
い
人
が
自
分
の
持
っ
て
い
る
力

を
発
揮
し
て
、
誇
り
を
持
っ
て
生
き
る
こ

と
等
、
新
し
い
価
値
観
に
接
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。（
六
〇
代
・
男
性
）

▼
良
い
お
話
し
で
し
た
。
何
事
も
他
人
事

と
思
わ
ず
、
よ
く
自
分
に
当
て
は
め
て
、

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
六
〇

代
・
男
性
）

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課（
内
線
二
七
〇
）

女性電話相談員
による女性のため
の特設電話相談を
設置します。
人とのつきあい、

自分の性格、仕事、
夫婦関係、嫁姑関
係、親子関係、子
育て、その他ご自
分がしんどいと思

っていること‥。どんな内容の相談でもかま
いません。相談は無料で秘密は固く守られま
す。一人で悩まず、安心してお電話ください。
▼と　き＝笊2月16日豺笆2月17日貂笳2月
18日貉※時間はすべて午前10時～正午、午
後1時～3時
▼相談電話番号＝薀祗０５９０
▼問合せ＝人権推進課（内線270）

自他尊重の自己表現（アサーション）トレーニング講座
あなたは「自分発の気持ち」に気づいていますか？そし

て、その気持ちを伝えていますか？「本来ならこう感じ
る・考える」とか「相手の感情や欲求や考え」を自分の気
持ちと勘違いしていませんか？伝えたいことが伝えられな
かったり、断れなかったり、ノーが言えなかったり、また
「相手の感情や欲求や考え」を十分聴かずに自分の主張だ
けを押し通していたり。その結果、自分や相手を責めて人
間関係に疲れてしまうことはありませんか？
この講座では、普段私たちが気づかずにしている非主張

的・攻撃的な自己表現ではなく、自分も相手も大切にする
自他尊重の自己表現（アサーション）を再学習し、他者と
の豊かな関係を築いていくことを目的としています。他者
との豊かな関係を目指した自己表現について共に学んでみ
ませんか。
▼と　き＝笊2月26日貅笆3月4日貅笳3月11日貅笘3月16日
貂※時間は午前10時～正午※なるべく全回出席ください
▼ところ＝笊は人権ふれあいセンター・大会議室

笆笳笘はあいぴあ泉南・研修室
▼テーマ・内　容＝笊アサーショントレーニング盧／自分
の気持ちを尊重できますか（ありのままの自分の気持ちを
大切にしてみましょう）笆アサーショントレーニング盪／
自分の感情を知り、表現しましょう（自分の気持ちに気づ
き、表現してみましょう）笳アサーショントレーニング
蘯／アサーションを練習してみましょう（自他尊重の自己
表現を練習してみましょう）笘座談会／参加者どうしで講
座をふりかえりましょう（参加者のみで講座の内容につい
て自由に話し合いましょう）
▼講　師＝笊笆笳は姫嶋純子

ひめじまじゅんこ

さん（心理カウンセラー）
▼定　員＝25人（多数の場合は抽選）
▼参加費＝無料
▼手話通訳＝事前予約が必要です
▼一時保育＝対象は1歳以上就学前の子どもで定員は12人
（多数の場合は抽選）。費用は初回のみ子ども1人つき500円
（保険代）が必要です。
▼申込み＝2月2日豺～2月16日豺（必着）までに、電話、
ファクス、ハガキ、eメールのいずれかで住所、氏名（ふ
りがな）、電話番号、手話通訳及び一時保育の要否（一時
保育を希望される場合は、子どもの氏名（ふりがな）、生
年月日）を明記の上、〒590－0592（住所不要）泉南市人
権推進課（薀祟０００１・内線270／蕭祗００７５／e-mail
: jinken@city.sennan.osaka.jp）へ
▼問合せ＝人権推進課（内線270）

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
総合福祉センター
（あいぴあ泉南）
埋蔵文化財センター
（古代史博物館）

薀85－0119
薀82－6551
薀83－5875
薀82－7615
薀82－1000
薀82－7767
薀82－7766
薀84－3500
薀83－6447
薀83－4361
薀83－9314
薀83－9264
薀83－9270

薀85－0707

薀83－6789

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83－0001）へ
その他については、下記へ
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泉南市の人口（12月末現在）
人口‥‥‥‥65,716人
男‥‥‥32,059人
女‥‥‥33,657人

世帯数‥‥23,472世帯

去
る
十
二
月
七
日
豸
、
あ
い
ぴ
あ
泉
南

に
お
い
て
二
〇
〇
三
人
権
週
間
「
市
民
の

集
い
」
が
開
催
さ
れ
、
寒
風
の
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
多
数
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
市
民
の
集
い
で
は
、『
世
界
が

も
し
一
〇
〇
人
の
村
だ
っ
た
ら
』（
再
話
）

の
執
筆
を
さ
れ
た
池
田
香
代
子

い

け

だ

か

よ

こ

さ
ん
を
お

招
き
し
、『
一
〇
〇
人
村
』、『
や
さ
し
い

こ
と
ば
で
日
本
国
憲
法
』
を
出
版
さ
れ
た

経
緯
か
ら
今
日
の
イ
ラ
ク
問
題
に
つ
い

て
、
そ
の
熱
い
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

講
演
で
は
、
ま
ず
『
世
界
が
一
〇
〇
人

の
村
だ
っ
た
ら
』
が
一
通
の
メ
ー
ル
の
内

容
を
も
と
に
、
世
界
の
様
々
な
情
勢
を

「
一
〇
〇
人
の
村
」
に
例
え
る
こ
と
で
偏

見
や
思
い
こ
み
を
取
り
除
き
、
わ
か
り
や

す
く
捉
え
よ
う
と
い
う
こ
と
で
作
ら
れ
た

こ
と
、「
世
界
市
民
」
と
し
て
地
球
規
模

で
物
事
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ

を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
一
〇
〇
人
村
』
の
出
版
と
同
時
期
に
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
医
療
活
動
を
し
て
い

る
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
メ
ン
バ
ー
の
講
演

を
聴
か
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、『
一
〇
〇

人
村
』
の
印
税
を
戦
争
等
で
苦
し
み
、
傷

つ
い
た
人
々
に
対
し
、
少
し
で
も
役
立
て

て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
、「
一
〇
〇
人
村

基
金
」
を
設
立
し
、
支
援
活
動
を
始
め
ら

れ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
日
本
国
憲
法
が
つ
く
ら
れ
る
過

程
で
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
担
当
者
の
熱
い
思
い
、
日

本
国
内
で
つ
く
ら
れ
た
憲
法
の
存
在
を
交

え
な
が
ら
、
日
本
国
憲
法
に
あ
る
人
間
の

権
利
や
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
多
く
の

人
々
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い

で
、
英
語
の
日
本
国
憲
法
を
翻
訳
し
た

『
や
さ
し
い
こ
と
ば
で
日
本
国
憲
法
』
を

出
版
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
特
に
憲
法
の
柱
の
部
分
に

あ
た
る
第
九
条
・
平
和
主
義
と
の
関
係
か

ら
今
日
の
イ
ラ
ク
問
題
、
自
衛
隊
派
遣
問

題
に
つ
い
て
も
、
熱
い
胸
の
内
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
何
が

で
き
る
か
に
つ
い
て
考
え
る
ヒ
ン
ト
と
し

て
、「
遠
い
未
来
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
そ
こ

か
ら
逆
算
し
て
、
私
た
ち
の
行
動
を
プ
ロ

グ
ラ
ム
す
る
」
と
い
う
言
葉
で
締
め
く
く

り
、
講
演
を
終
了
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
講
演
を
通
し
て
、「
地
球
市
民
」

と
し
て
偏
見
や
思
い
こ
み
を
取
り
除
き
、

人
権
と
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
だ
け
で
は

な
く
、
一
人
の
人
間
と
し
て
の
行
動
の
可

能
性
に
つ
い
て
考
え
る
よ
い
機
会
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

人
権
週
間
「
市
民
の
集
い
」
を
終
え
て
‥



▼
と
き
＝
二
月
二
十
八
日
貍
午
前
九
時

〜
午
後
五
時
▼
と
こ
ろ
＝
昆
陽
池

こ
や
い
け

公

園
／
伊
丹
市

い
た
み
し

昆
虫
館
▼
対
象
＝
小
・
中

学
生
と
保
護
者
（
小
学
三
年
生
以
下
は

保
護
者
が
同
伴
く
だ
さ
い
）
▼
定
員
＝

五
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参

加
費
＝
小
学
生
一
〇
〇
円
／
中
学
生
二

〇
〇
円
／
大
人
四
〇
〇
円
（
入
館
料
）

▼
申
込
み
＝
二
月
十
四
日
貍
（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
昆
陽
池
観
察

会
参
加
希
望
、
参
加
者
・
保
護
者
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
を
明
記
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
八
の
一
三

の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
※
保
護

者
も
参
加
の
場
合
は
保
護
者
氏
名
に
参

加
と
記
入
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー

放
課
後
児
童
健
全
育
成
を
目
的
に
、

留
守
家
庭
児
童
会
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
生
涯

学
習
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
保
護
者
等
が
昼
間
家
庭
に
い

な
い
小
学
校
低
学
年
（
一
年
生
〜
三
年

生
）
児
童
▼
申
込
み
書
類
等
の
配
布
＝

市
役
所
生
涯
学
習
課
及
び
各
単
位
留
守

家
庭
児
童
会
で
配
布
し
て
い
ま
す
▼
申

込
み
＝
二
月
三
日
貂
〜
二
月
十
六
日
豺

（
土
日
祝
日
は
除
く
）
の
午
前
九
時
〜

午
後
五
時
十
五
分
に
生
涯
学
習
課
へ
▼

問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
五
二
）

泉
南
山
野
草
会
で
は
、
日
本
さ
く
ら

草
の
植
え
付
け
実
習
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
二
月
十
五
日
豸
笊
午
前
十
時

半
〜
正
午
笆
午
後
一
時
半
〜
三
時
▼
と

こ
ろ
＝
信
達
公
民
館
▼
定
員
＝
笊
笆
各

二
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参

加
費
＝
三
〇
〇
円
（
材
料
代
）
▼
申
込

み
＝
二
月
十
二
日
貅
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
時
間
（
笊
ま
た
は

笆
）、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
二
泉
南

市
信
達
牧
野
四
一
三
・
信
達
公
民
館
さ

く
ら
草
実
習
へ
▼
問
合
せ
＝
信
達
公
民

館
（
薀
祟
９
２
６
４
）

▼
と
き
＝
三
月
六
日
貍
午
前
十
時
〜
午

後
一
時
▼
と
こ
ろ
＝
鳴
滝
第
二
小
学
校

調
理
室
▼
対
象
＝
小
学
四
年
生
〜
中
学

三
年
生
▼
定
員
＝
二
〇
人
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
五
〇
〇
円

（
材
料
費
）
▼
申
込
み
＝
二
月
二
十
四

日
貂
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ

に
料
理
交
流
会
参
加
希
望
、
参
加
者
・

保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
明
記
の

上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽

井
八
の
一
三
の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ

ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

外
国
の
方
と
料
理
で

交
流
し
ま
せ
ん
か

さ
く
ら
草
の
植
え
付
け

に
チ
ャ
レ
ン
ジ

昆
陽
池
公
園
で
野
鳥
観

察
会
と
伊
丹
市
昆
虫
館

留
守
家
庭
児
童
会
入
会

希
望
者
を
募
集
し
ま
す

▼と　き＝2月15日豸午前11時スタート
▼コース＝堺市浜寺公園（スタート）～堺阪南線大浜中
町折り返し～空連道側道～泉佐野岩出線～樽井浜口交差
点折り返し～泉佐野市りんくうパパライベント広場（ゴ
ール）の42.195㎞（日本陸連公認コース）
▼招待選手＝櫛部静二

くし べ せ い じ

さん、今井功記
いま い こ う き

さん、小林正明
こばやしまさあき

さ
ん、山田敬蔵

やまだけいぞう

さん、杉原愛
すぎはらあい

さん、高石
たかいし

ともやさん、アン
☆ドゥ（森下雅美

もりしたまさみ

さん・森下里美
もりしたさとみ

さん）他の招待選手が
参加を予定しています。また、地元自治体の海外姉妹

（友好）都市からの外国
人ランナーやオース
トラリアのゴー
ルドコースト
マラソンか
らも優秀
選手が男
女各１人
が 出 場
すること
になって
います。

▼ゴール会場＝ゴール会場となる泉佐野市りんくうパパ
ライベント広場では、泉州9市4町の物産展をはじめ、豪
華プレゼントの当たる優勝タイム当てゲーム等を予定し
ています。
▼交通規制にご協力ください＝2月15日豸のマラソンコ
ースでは、駐停車はできません。コースとなる堺阪南線
（旧国道26号線）、泉佐野岩出線などで交通規制が行われ
ます。なお、路線バス（大阪市バス、南海バス、水鉄バ
ス）は一部運行休止や迂回運行します。

泉州地域の9市4町が広域行政の推進及び泉州の活性化、スポーツの振興などを目的として、第11回泉州国

際市民マラソンを開催します。当日は、42.195キロのワンウェイマラソンに全国から3,000人の市民ランナー、

外国人ランナーが参加します。 ▼問合せ＝泉州国際市民マラソン実行委員会事務局（薀瞻３４４０）

～体育施設の休館と抽選日変更のお知らせ～

２月15日豸は泉州国際市民マラソン開催のため、市民

体育館等の体育施設を臨時休館とします。

▼終日休館（場）＝市民体育館、りんくう体育館（南部

広域防災拠点）、なみはやグラウンド、市民球場（サザ

ンスタジアム）、りんくう南浜2号緑地テニスコート▼休

館に伴う抽選日の変更＝2月15日豸に市民体育館で実施

する予定のテニスコート及びなみはやグラウンド使用の

抽選会は、2月8日豸に変更します。抽選時間・場所は変

更ありません▼問合せ＝市民体育館（薀祗１０００）／

施設管理課（内線581）

▼
と
き
＝
二
月
四
日
貉
〜
二
月
二
十
八

日
貍
の
毎
週
水
曜
日
は
午
後
五
時
〜
七

時
、
金
曜
日
は
午
後
四
時
〜
六
時
、
土

曜
日
は
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
半
（
※

二
月
二
十
一
日
貍
は
あ
り
ま
せ
ん
）
▼

と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝

小
・
中
学
生
と
保
護
者
▼
定
員
＝
二
〇

人
▼
費
用
＝
無
料
▼
携
行
品
＝
上
履
き

シ
ュ
ー
ズ
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
使
用

す
る
日
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー

市
立
保
育
所
で
は
所
庭
の
開
放
を
実

施
し
ま
す
。
幼
稚
園
や
保
育
所
に
通
っ

て
い
な
い
方
、
親
子
で
保
育
所
に
遊
び

に
き
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
保
育
所
で
は

子
育
て
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

▼
保
育
所
名
・
開
放
日
・
連
絡
先
＝
笊

信
達
保
育
所
／
二
月
十
日
貂
（
薀
祟
４

６
４
２
）
笆
樽
井
保
育
所
／
二
月
十
日

貂
（
薀
祗
０
０
７
４
）
笳
浜
保
育
所
／

二
月
十
七
日
貂
（
薀
祚
２
６
６
０
）
笘

鳴
滝
第
一
保
育
所
／
二
月
十
七
日
貂

（
薀
祟
４
０
４
１
）
笙
ち
び
っ
こ
広
場

（
鳴
滝
第
二
保
育
所
内
の
遊
戯
室
、
所

庭
）
／
二
月
二
十
五
日
貉
（
薀
祚
３
３

７
１
）
▼
開
放
時
間
＝
笊
笳
笙
は
午
前

十
時
〜
十
一
時
半
笆
笘
は
午
前
九
時
半

〜
十
一
時
▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課

（
内
線
二
八
一
）

▼
と
き
＝
二
月
七
日
貍
〜
二
月
二
十
八

日
貍
の
毎
週
土
曜
日
午
後
一
時
半
〜
三

時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
＝
小
・
中
学
生
と
対
局
の
で
き
る

高
齢
者
の
方
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
参
加

す
る
日
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー

ち
ょ
っ
と
し
た
節
約
術
を
劇
と
講
演

で
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
三
月
十
日
貉
午
後
一
時
半
〜

三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼

内
容
＝
不
況
を
の
り
き
る
生
活
術
▼
講

師
＝
劇
団
エ
ー
ス
、
田
坂
圭
子

た
さ
か
け
い
こ

さ
ん

（
消
費
生
活
専
門
相
談
員
）
▼
定
員
＝

四
〇
人
（
先
着
順
）
▼
入
場
料
＝
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
二
月
十
日
貂
〜

二
月
二
十
七
日
貊
に
、
お
電
話
で
地
域

振
興
課
（
内
線
五
八
三
）

自
宅
に
引
き
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者

を
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
、
社
会
参
加

活
動
に
誘
導
す
る
方
法
に
つ
い
て
学
び

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
二
月
十
四
日
貍
笊
午
前
の
部

は
午
前
十
時
〜
笆
午
後
の
部
は
午
後
一

時
〜
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
内

容
＝
笊
基
礎
講
座
／
高
齢
者
の
暮
ら
し

と
食
事
、
引
き
こ
も
り
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、

対
応
、
引
き
こ
も
り
の
現
状
と
い
き
い

き
活
動
笆
基
調
講
演
／
深
刻
化
す
る
老

人
の
引
き
こ
も
り
現
象
と
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
定

員
＝
笊
の
み
三
五
人
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
し
ま
す
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

笊
笆
い
ず
れ
も
二
月
十
日
貂
ま
で
に
、

お
電
話
で
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三

〇
四
）

ド
イ
ツ
製
ス
タ
イ
ン
ウ
エ
イ
と
他
の

楽
器
や
歌
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー

ト
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
三
月
二
十
一
日
豸
午
前
十
時

〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル

▼
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
の
小
学
四
年

生
以
上
の
方
（
グ
ル
ー
プ
の
場
合
、
メ

ン
バ
ー
の
中
に
泉
南
市
在
住
の
方
が
い

れ
ば
応
募
で
き
ま
す
）
▼
定
員
＝
三
〇

組
▼
参
加
費
＝
一
人
に
つ
き
五
〇
〇
円

▼
申
込
み
＝
二
月
十
二
日
貅
〜
三
月
七

日
豸
の
午
前
十
時
〜
午
後
五
時
に
文
化

ホ
ー
ル
（
図
書
館
二
階
事
務
所
）
へ
※

月
曜
日
は
除
く
▼
そ
の
他
＝
一
人
（
ピ

ア
ノ
の
み
）
で
の
参
加
、
グ
ル
ー
プ

（
五
人
ま
で
）
参
加
も
で
き
ま
す
▼
問

合
せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

親
子
で
お
友
だ
ち
と
い
ろ
ん
な
遊
び

を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
二
月
十
二
日
貅
笆
二
月
十

九
日
貅
笳
三
月
四
日
貅
笘
三
月
十
八
日

貅
※
時
間
は
す
べ
て
午
前
十
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
＝
笊
笳
樽
井
公
民
館
笆
笘
信

達
公
民
館
▼
内
容
＝
笊
笆
は
ダ
ン
ボ
ー

ル
で
遊
ぼ
う
笳
笘
は
音
で
遊
ぼ
う
▼
参

加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
不
要
▼
問
合

せ
＝
樽
井
公
民
館
（
薀
祟
４
３
６
１
／

e-m
ail
:tarui-k@

city.sennan.osa
ka.jp

）
豊
か
な
言
葉
で
想
像
の
世
界
が
広
が

る
‥
。
図
書
館
で
は
軈
お
は
な
し
軋
を

通
し
て
、
楽
し
い
本
の
魅
力
を
子
ど
も

た
ち
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
も

一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
・
対
象
＝
二
月
十
四
日

貍
笊
小
さ
い
子
の
時
間
（
午
後
二
時
半

〜
三
時
で
四
歳
以
上
小
学
二
年
生
以

下
）
笆
大
き
い
子
の
時
間
（
午
後
三
時

〜
三
時
半
で
小
学
二
年
生
以
上
）
▼
と

こ
ろ
＝
図
書
館
二
階
視
聴
覚
室
▼
定

員
＝
各
回
先
着
四
〇
人
（
途
中
で
の
出

入
り
は
不
可
）
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
そ

の
他
＝
第
三
土
曜
日
の
午
後
二
時
半
か

ら
三
十
分
程
度
、
同
場
所
に
お
い
て
紙

芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
拍
子
木
に
よ
る

紙
芝
居
が
あ
り
ま
す
（
〇
歳
か
ら
入
場

可
。
申
込
み
は
不
要
）
▼
問
合
せ
＝
図

書
館

▼
と
き
＝
二
月
十
四
日
貍
午
前
九
時
〜

正
午
▼
と
こ
ろ
＝
野
鳥
観
察
ス
ポ
ッ
ト

▼
対
象
＝
小
・
中
学
生
▼
定
員
＝
二
〇

人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

4

友
だ
ち
家
族
で
卓
球

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

将
棋
道
場
で
楽
し
く

交
流
し
ま
せ
ん
か

く
ら
し
に
役
立
つ

消
費
者
講
座

親
と
子
の
広
場
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

ス
タ
イ
ン
ウ
エ
イ
を

演
奏
し
ま
せ
ん
か

高
齢
者
の
引
き
こ
も
り

対
策
研
修
会

毎
月
第
二
土
曜
日
は

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

市役所　
図書館　　
市民体育館　　
樽井公民館　　
文化ホール　　
古代史博物館
青少年センター

薀83－0001
薀82－7766
薀82－1000
薀83－4361
薀82－7767
薀83－6789
薀84－3500

野
鳥
観
察
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

保
育
所
に
遊
び
に

来
ま
せ
ん
か



少
年
少
女
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
幅
広

い
年
齢
層
の
方
々
に
よ
る
楽
し
い
コ
ー

ラ
ス
で
す
。

▼
と
き
＝
二
月
二
十
八
日
貍
午
後
一
時

半
〜
午
後
四
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ

ー
ル
▼
出
演
団
体
＝
市
内
で
活
動
し
て

い
る
合
唱
団
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
申
込

み
＝
不
要
で
す
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習

課
（
内
線
二
四
七
）

泉
南
市
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
実
行

委
員
会
で
は
、
国
内
外
交
流
学
科
事
業

と
し
て
、
龍
神
村
村
長
と
の
座
談
会
に

参
加
す
る
泉
南
大
使
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
三
月
七
日
豸
午
前
八
時
半

（
市
役
所
正
面
玄
関
へ
集
合
）
〜
午
後

六
時
（
市
役
所
正
面
玄
関
で
解
散
）
※

集
合
・
解
散
場
所
へ
は
保
護
者
の
方
の

送
迎
が
必
要
で
す
▼
と
こ
ろ
＝
和
歌
山

県
龍
神
村
▼
内
容
＝
龍
神
村
村
長
と
の

座
談
会
（
府
立
泉
南
・
砂
川
高
校
及
び

県
立
南
部
高
校
龍
神
分
校
の
生
徒
も
参

加
）
▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
小
学
高
学

年
生
▼
定
員
＝
一
〇
人
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
申
込
み
＝
二
月
二
十
五
日

貉
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、
性
別
、

電
話
番
号
を
記
入
、
保
護
者
の
署
名
捺

印
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
九
二
（
住

所
不
要
）
泉
南
市
役
所
地
域
振
興
課
・

泉
南
大
使
係
へ
▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興

課
（
内
線
五
八
三
）

家
族
や
友
だ
ち
と
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
＝
三
月
六
日
貍
午
後
一
時
〜
三

時
▼
と
こ
ろ
＝
泉
佐
野
市
民
総
合
体
育

館
（
末
広
公
園
横
）
▼
主
な
種
目
＝
ス

ロ
ー
イ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
、
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ

ス
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
ア
ジ
ャ
タ
▼
参

加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
申
込
み
は
不

要
で
す
▼
主
催
＝
泉
南
地
区
地
域
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会
、
泉
南
地
区
体

育
指
導
委
員
協
議
会
▼
問
合
せ
＝
市
民

体
育
館

▼
と
き
＝
三
月
七
日
豸
▼
と
こ
ろ
＝
新

家
・
山
田
家
住
宅
▼
内
容
＝
笊
茶
席

（
午
後
一
時
〜
／
定
員
は
先
着
三
〇
人
）

笆
講
演
／
山
田
家
住
宅
と
新
家
村
誌
に

つ
い
て
（
午
後
二
時
〜
三
時
半
）
▼
講

師
＝
三
宅
英
宗

み
や
け
ひ
で
む
ね
さ
ん
、
田
中
豊
子

た
な
か
と
よ
こ

さ
ん

▼
参
加
費
＝
笊
は
抹
茶
代
と
し
て
三
〇

〇
円
▼
申
込
み
＝
不
要
で
す
▼
そ
の

他
＝
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二

四
七
）

▼
と
き
＝
三
月
十
四
日
豸
午
後
二
時
〜

▼
と
こ
ろ
＝
阪
南
市
文
化
ホ
ー
ル
（
サ

ラ
ダ
ホ
ー
ル
）
▼
内
容
＝
▽
大
阪
府
警

察
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
▽
浜
村
淳

は
ま
む
ら
じ
ゅ
んさ

ん
の
講
演
会
▼
対
象
＝
泉
南
市
、
阪
南

市
、
岬
町
在
住
の
方
▼
入
場
料
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課

（
内
線
二
四
四
）

泉
州
海
岸
と
紀
ノ
川
平
野
の
パ
ノ
ラ

マ
展
望
を
楽
し
む
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。

▼
と
き
＝
二
月
二
十
九
日
豸
午
前
八
時

半
〜
午
後
四
時
半
頃
（
雨
天
中
止
）
▼

集
合
場
所
＝
南
海
樽
井
駅
、
Ｊ
Ｒ
和
泉

砂
川
駅
、
Ｊ
Ｒ
岩
出
駅
※
各
午
前
八
時

半
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
▼
コ
ー
ス
＝

各
集
合
場
所
（
バ
ス
）
〜
紀
泉
わ
い
わ

い
村
〜
梵
天
山

ぼ
ん
て
ん
や
ま

〜
根
来
山
げ
ん
き
の

森
〜
根
来
寺
大
門
（
バ
ス
）
〜
各
集
合

場
所
（
歩
行
距
離
約
十
一
㌔
）
▼
対

象
＝
小
学
高
学
年
以
上
の
登
山
経
験
の

あ
る
方
※
小
学
生
は
大
人
の
引
率
者
が

同
伴
く
だ
さ
い
▼
参
加
費
＝
一
人
に
つ

き
一
〇
〇
円
※
バ
ス
運
賃
と
し
て
往
復

一
〇
〇
〇
円
程
度
も
別
途
必
要
▼
定

員
＝
三
〇
〇
人
▼
申
込
み
＝
電
話
、
フ

ァ
ク
ス
、
ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
代

表
者
氏
名
、
参
加
人
数
、
住
所
、
電
話

番
号
、
集
合
駅
を
根
来
街
道
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
協
議
会
事
務
局
（
薀

矇
２
５
３
０
／
蕭
矍
２
０
６
９
／e-

m
ail
:afn-sensyu@

par.odn.ne.jp

）

へ
▼
問
合
せ
＝
同
協
議
会
事
務
局
（
薀

矇
２
５
３
０
）

消
防
本
部
で
は
救
命
率
の
向
上
の
た

め
、
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
四
月
十
八
日
豸
午
前
九
時
〜

正
午
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市
消
防
本
部
▼

内
容
＝
▽
心
肺
蘇
生
法
▽
大
出
血
時
の

止
血
法
▽
各
種
け
が
の
応
急
処
置
ほ
か

▼
定
員
＝
二
〇
人
（
先
着
順
）
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
お
電

話
で
消
防
本
部
（
薀
祕
０
１
１
９
）
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泉
南
大
使
を

募
集
し
て
い
ま
す

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

体
験
し
ま
せ
ん
か

地
域
安
全
大
会
を

開
催
し
ま
す

紀
泉
山
脈
横
断
ハ
イ
ク

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

救
命
講
習
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会

合
唱
祭
を
開
催
し
ま
す

泉
南
市
文
化
協
会

文
化
サ
ロ
ン

消防本部では、春期全国火

災予防運動（3月1日～3月7日）

にさきがけ、消防フェアを開

催します。

▼と　き＝2月28日貍午前10時

～正午

▼ところ＝長慶寺
ちょうけいじ

（信達市場

815番地）

▼内　容＝消火放水訓練、婦

人防火クラブによるお茶会や

炊き出し、煙体験コーナー、

ミニ消防車の展示

▼問合せ＝消防本部（薀祕０

１１９）

泉州南合併協議会では、第

４回会議を開催します

▼と　き＝3月1日豺午後2時～

▼ところ＝田尻町立公民館1階

大ホール（田尻町大字嘉祥寺

1120－2）

▼その他＝協議会は一般の方

も傍聴することができます。

傍聴の受付は午後1時半から

で、定員は先着50人程度。事

前申込みは不要です。車での

ご来場はご遠慮ください。

▼問合せ＝泉州南合併協議会

事務局（薀磬６４４４）
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▼
と
き
＝
二
月
二
十
一
日
貍
午
前
十
時

四
十
五
分
〜
午
後
〇
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
ド
ラ
マ
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
▼
講
師
＝
岩
橋
由
梨

い
わ
は
し
ゆ
り

さ

ん
（
朗
読
劇
講
師
）
▼
対
象
＝
十
八
歳

以
上
で
、
こ
ど
も
に
本
な
ど
を
読
み
聞

か
せ
た
い
方
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
笊
二
月
二
十
一
日
貍
午
前
十

時
〜
十
時
四
十
分
笆
三
月
三
日
貉
午
後

四
時
〜
四
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ

ン
タ
ー
▼
内
容
＝
お
話
や
紙
芝
居
な
ど

の
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
会
▼
対
象
＝
小

学
生
以
下
の
子
ど
も
と
保
護
者
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
森
の

保
全
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
二
月
二
十
一
日
貍
午
前
十
時

半
〜
午
後
三
時
（
雨
天
中
止
）
▼
と
こ

ろ
＝
泉
南
市
堀
河
（
堀
河
の
森
、
紀
泉

わ
い
わ
い
村
）
▼
内
容
＝
森
林
の
整
備

▼
集
合
＝
紀
泉
わ
い
わ
い
村
管
理
棟
前

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
携
行
品
＝
弁
当
、

水
筒
、
雨
具
、
作
業
の
で
き
る
服
装
、

軍
手
等
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
子
メ

ー
ル
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
譛
大
阪
み

ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
（e-m

ail
:

m
idori@

ogtrust.jp

／
薀
06
・
６
２
６

０
・
３
５
８
０
／
蕭
06
・
６
２
６
０
・

３
５
８
１
）

▼
と
き
＝
三
月
六
日
貍
、
三
月
十
三
日

貍
各
午
後
二
時
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
小
学
四
年

生
〜
中
学
三
年
生
▼
定
員
＝
二
〇
人

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝

二
〇
〇
円
（
材
料
費
）
▼
申
込
み
＝
二

月
二
十
四
日
貂
（
必
着
）
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
ビ
ー
ズ
教
室
参
加
希
望
、

参
加
者
・
保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
を
明
記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五

二
一
泉
南
市
樽
井
八
の
一
三
の
一
八
・

青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー

中
田
厚
仁

な
か
た
あ
つ
ひ
と

さ
ん
、
武
仁

た
け
ひ
と

さ
ん
の
生
き

方
を
通
じ
て
、
人
生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
二
月
二
十
五
日
貉
午
後
二
時

〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼

テ
ー
マ
＝
厚
仁
の
信
じ
た
も
の
　
追
い

求
め
た
も
の
　
そ
し
て
　
残
し
て
い
っ

た
も
の
▼
講
師
＝
中
田
武
仁
さ
ん
（
国

連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
名
誉
大
使
）
▼
講
師

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
＝
中
田
武
仁
さ
ん
は
一

九
九
三
年
、
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
国
連
カ
ン
ボ
ジ
ア
暫
定
統
治
機
構
に

お
い
て
任
務
遂
行
中
に
殉
職
さ
れ
た
故

中
田
厚
仁
さ
ん
の
父
親
で
、
厚
仁
さ
ん

の
遺
志
を
継
い
で
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
使
と
し
て
活
躍
中
で
す
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
申
込
み
＝
不
要
▼
そ
の
他
＝
手

話
通
訳
あ
り
。
一
時
保
育
（
一
歳
以
上

就
学
前
）
を
希
望
す
る
方
は
、
二
月
十

六
日
豺
ま
で
に
電
話
で
人
事
課
へ
▼
問

合
せ
＝
人
事
課
（
内
線
二
七
五
）

家
庭
菜
園
等
に
親
し
ん
で
い
る
方
を

対
象
に
、
園
芸
講
習
会
（
果
樹
・
草
花
）

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
三
月
十
七
日
貉
午
後
一
時
半

〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
府
民
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
（
岸
和
田
市
野
田
町
三
の
一

三
の
二
）
▼
対
象
＝
府
内
在
住
の
方
▼

テ
ー
マ
＝
果
樹
と
草
花
の
栽
培
〜
果
樹

の
上
手
な
実
の
な
ら
せ
方
（
蜜
柑
、
柿
、

イ
チ
ジ
ク
等
）
／
宿
根
草
の
株
分
け
、

挿
し
木
の
仕
方
〜
▼
定
員
＝
一
〇
〇
人

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
申
込
み
＝

二
月
二
十
七
日
貊
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
受
講
内
容
に
つ
い
て
の
質
問

を
明
記
の
上
、
〒
五
九
六
・
〇
〇
七
八

岸
和
田
市
野
田
町
三
の
一
三
の
二
・
大

阪
府
泉
州
農
と
緑
の
総
合
事
務
所
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合
せ
＝
同

普
及
セ
ン
タ
ー
（
薀
矗
０
１
６
７
）

堀
河
の
森
保
全
活
動

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

名
誉
大
使
講
演
会

春
季
園
芸
講
習
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

は
じ
め
て
の
楽
し
い

ビ
ー
ズ
教
室

▼種　目＝笊バレーボール笆バドミントン笳ソフトテニス

笘サッカー笙卓球笞陸上競技笵剣道笨柔道笶少林寺拳法筐

トランポリン筺軟式野球笄スポーツチャンバラ筍ソフトボ

ール笋相撲筌レクリエーションクラブ筅空手道筵硬式野球

筥合気道筴極真会館

▼入団費＝3,350円（スポーツ傷害保険・登録料、各競技協

会指導育成委託料、少年団

本部費）

▼申込み＝2月1日豸～2月29

日豸の午前9時～午後5時

（市民体育館は月曜日午後、

火曜日、2月12日貅、2月15

日豸は休館）に、所定の用

紙に必要事項を記入の上、入団費を添えて申し込んでくだ

さい

▼申込み先＝笨北岡和明（薀祗８４２１）笶松下邦義（薀

祚０４５３）筺泉南スポーツ社（薀祟４６５３）笄有朋館

（薀祟２７４７）筵泉南スポーツ社（薀祟４６５３）・殿井

俊成（薀祚１５０８）・市民体育館※笨笶筺笄筵以外は市

民体育館へ※サッカー低学年（1年～3年生）は2月22日豸午

前10時半から、りんくう公園広場で受付を行います（保護

者が同伴してください）

▼その他＝▽種目によっては、入団費以外に活動費を徴収

する場合あり▽スキー講習会参加対象は小学4年生以上です

▽種目によっては学年等により、練習場所を変更する場合

あり▽種目は1人につき1種目です

泉
南
楽
し
い
な
読
書
会

を
開
催
し
ま
す

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

泉南市スポーツ少年団では、次のとおり、新しい団員を募集します。スポーツで心と身体を鍛えませんか。
ふるって、お申し込みください。 ▼問合せ＝市民体育館（薀祗１０００）



▼
職
種
＝
保
育
所
、
リ
バ
ー
ス
ク
ー
ル

の
保
育
士
▼
資
格
＝
昭
和
二
十
四
年
四

月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
保
育
士
資
格

取
得
者
（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

取
得
見
込
み
含
む
）
▼
定
員
＝
若
干
名

▼
試
験
内
容
＝
筆
記
・
面
接
試
験
▼
試

験
日
＝
二
月
二
十
六
日
貅
▼
採
用
予
定

日
＝
平
成
十
六
年
四
月
一
日
貅
▼
募
集

要
項
の
配
布
＝
二
月
二
日
豺
以
降
に
児

童
福
祉
課
で
▼
申
込
み
＝
二
月
九
日
豺

〜
二
月
二
十
日
貊
に
児
童
福
祉
課
へ
▼

問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
二
八
一
）

▼
職
種
＝
保
育
所
の
給
食
調
理
員
▼
資

格
＝
昭
和
二
十
四
年
四
月
二
日
〜
昭
和

六
十
年
四
月
一
日
に
生
ま
れ
た
調
理
師

免
許
取
得
者
▼
定
員
＝
若
干
名
▼
試
験

内
容
＝
筆
記
・
面
接
試
験
▼
試
験
日
＝

二
月
二
十
六
日
貅
▼
採
用
予
定
日
＝
平

成
十
六
年
四
月
一
日
貅
▼
募
集
要
項
の

配
布
＝
二
月
二
日
豺
以
降
に
児
童
福
祉

課
で
▼
申
込
み
＝
二
月
九
日
豺
〜
二
月

二
十
日
貊
に
児
童
福
祉
課
へ
▼
問
合

せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
二
八
一
）

▼
職
種
＝
臨
時
職
員
／
温
水
プ
ー
ル
監

視
員
▼
資
格
＝
昭
和
四
十
四
年
四
月
二

日
〜
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
に
生
ま

れ
た
方
で
、
一
〇
〇
誡
を
ク
ロ
ー
ル
で

二
分
以
内
に
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
る
方
▼

勤
務
日
・
形
態
＝
水
曜
日
か
ら
日
曜
日

で
午
前
九
時
〜
午
後
二
時
及
び
午
後
二

時
〜
午
後
八
時
ま
で
の
隔
週
交
代
勤
務

▼
賃
金
＝
八
三
〇
円
（
時
間
給
）
▼
定

員
＝
若
干
名
▼
試
験
内
容
＝
面
接
試

験
・
泳
力
検
査
▼
試
験
日
＝
二
月
下
旬

※
個
別
に
連
絡
し
ま
す
▼
採
用
予
定

日
＝
平
成
十
六
年
三
月
下
旬
▼
募
集
要

項
の
配
布
＝
二
月
四
日
貉
以
降
に
温
水

プ
ー
ル
で
▼
申
込
み
＝
二
月
四
日
貉
〜

二
月
二
十
二
日
豸
に
温
水
プ
ー
ル
へ
▼

問
合
せ
＝
温
水
プ
ー
ル
課
（
薀
祚
２
６

２
７
）

▼
と
き
＝
三
月
二
十
一
日
豸
午
後
一
時

〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
対

象
＝
中
学
一
年
生
以
上
の
方
▼
内
容
＝

プ
リ
ン
、
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
等
を
作

り
、
試
食
し
ま
す
▼
参
加
費
＝
五
〇
〇

円
▼
定
員
＝
一
六
人
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
▼
申
込
み
＝
三
月
十
三
日
貍

（
必
着
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
樽
井
公
民
館
（
蕭

祟
４
３
８
０
）
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

▼
と
き
＝
笊
三
月
十
三
日
貍
午
前
九
時

〜
午
後
五
時
笆
三
月
十
四
日
豸
午
前
九

時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
信
達
公
民

館
▼
内
容
＝
ク
ラ
ブ
、
講
座
、
市
民
団

体
に
よ
る
作
品
展
示
、
演
技
発
表
ほ
か

▼
そ
の
他
＝
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
信
達
公
民
館

（
薀
祟
９
２
６
４
）
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非
常
勤
嘱
託
職
員
／
保

育
士
を
募
集
し
ま
す

非
常
勤
嘱
託
職
員
／
給
食

調
理
員
を
募
集
し
ま
す

臨
時
職
員
／
温
水
プ
ー
ル

監
視
員
を
募
集
し
ま
す

▼と　き＝3月11日貅
▼ところ＝樽井公民館
▼内　容＝▽午前の部／講演会笊テレビゲームより
面白いおもちゃの話（大きい子版／午前9時半～10時
半）笆子どもがイキイキと豊かに育つ遊びの話（小
さい子版／午前11時～正午）▽午後の部／遊び体験
笳ヨーロッパのおもちゃで遊ぼう（午後2時半～5時）
※すべて子どもと一緒に参加できます。また、一時
保育も利用できます
▼講　師＝岩城敏之

いわきとしゆき

さん（KID’Sいわきぱふ代表）
▼参加費＝無料
▼申込み＝3月4日貅（必着）までに、電話、ファク
ス、ハガキ、eメール（携帯メール可）に氏名（ふり

がな）、住所、電話番号、子どもの氏名（ふりがな）
と笊のみ、笆のみ、笊笆両方受講希望をお知らせく
ださい※申込みいただいた方は全員受講できます※
笳については、申込みは必要ありません。
▼一時保育の申込み＝対象は1歳以上就学前の子ども
で、定員は笊笆各10人（多数の場合は抽選）。2月26
日貅（必着）までに、往復ハガキまたはeメール（携
帯メール不可）に、前記申込み必要事項に加え、子
どもの性別、生年月日もお知らせください。
▼申込み先・問合せ＝樽井公民館・ホンマもんの遊
び係（〒590－0521泉南市樽井6－11－16／薀祟４
３６１／蕭祟４３８０／e-mail : tarui-k@city.sen
nan.osaka.jp）

お
菓
子
づ
く
り
講
座

を
開
催
し
ま
す

信
達
公
民
館
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す

古代律令国家は「みやこ」の発展と
強く関係して成立したと考えられま
す。律令国家の成立を各地の「みやこ」
や古代寺院のあり方から解明します。
▼と　き＝３月28日豸午後0時半～午

後4時20分

▼ところ＝古代史博物館

▼講　師＝小笠原好彦
おがさわらよしひこ

さん（滋賀大

学）、林博通
はやしひろみち

さん（滋賀県立大学）、

寺崎保広
てらさきやすひろ

さん（奈良大学）、小澤毅
おざわつよし

さ

ん（独立行政法人奈良文化財研究所）

▼参加費＝1,000円（資料代）

▼定　員＝150人（先着順）

▼申込み＝2月17日貂以降に、次の笊

～笳いずれかの方法でお申し込みくだ

さ。笊往復ハガキ（1人1枚）に住所、

氏名（ふりがな）、年齢、職業、電話

番号を明記の上、〒590－0505泉南市

信達大苗代374の4・古代史博物館へ笆

古代史博物館へ来館の上、直接窓口へ

笳eメールに住所、氏名（ふりがな）、

年齢、職業、電話番号を明記の上、e-

mail : maibun@city.sennan.osaka.jpへ

▼問合せ＝古代史博物館（薀祟６７８

９）

しっかりと生きていく子どもを育てるために、子どもにとって本当に必要なおもちゃの話を

聞いてみませんか。楽しいおもちゃ（ヨーロッパで好評な木のおもちゃ）の体験もできます。
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▼
と
き
＝
笊
四
月
二
十
四
日
貍
〜
二
十

五
日
豸
（
一
泊
二
日
／
開
講
式
）
笆
六

月
二
十
日
豸
笳
八
月
十
六
日
豺
〜
十
七

日
貂
（
一
泊
二
日
／
閉
校
式
）
▼
と
こ

ろ
＝
府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
岬

町
淡
輪
）
▼
対
象
＝
泉
南
市
、
阪
南
市
、

岬
町
に
在
住
の
平
成
十
六
年
度
の
小
学

四
年
〜
中
学
三
年
生
▼
定
員
＝
三
〇
人

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝

一
五
〇
〇
〇
円
（
全
日
程
の
費
用
）
▼

申
込
み
＝
三
月
十
二
日
貊
（
必
着
）
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
、
性
別
を

明
記
し
、
保
護
者
の
署
名
・
捺
印
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
六

の
二
二
の
三
・
樽
井
区
民
セ
ン
タ
ー
三

階
・
譖
泉
南
青
年
会
議
所
ヨ
ッ
ト
教
室

係
へ
▼
問
合
せ
＝
譖
泉
南
青
年
会
議
所

（
薀
祟
５
９
２
５
）

▼
と
き
＝
三
月
十
七
日
貉
午
前
九
時
二

十
分
〜
午
後
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
サ
ン

ヒ
ル
阪
南
（
阪
南
市
桃
の
木
台
）
▼
内

容
＝
講
演
、
個
別
相
談
▼
講
師
＝

高
橋
嘉
明

た
か
は
し
よ
し
あ
きさ
ん
（
社
会
保
険
労
務
士
）

▼
定
員
＝
一
〇
〇
人
（
先
着
順
）
▼
参

加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
二
月
二
十
九

日
豸
ま
で
に
、
電
話
で
サ
ン
ヒ
ル
阪
南

（
薀
礑
０
８
８
８
）
へ
▼
そ
の
他
＝
受

講
者
に
は
三
月
五
日
貊
ま
で
に
受
講
票

（
ハ
ガ
キ
）
を
送
付
し
ま
す
▼
問
合

せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
五
五
）

▼
職
種
＝
公
民
館
の
社
会
教
育
従
事
職

員
▼
資
格
＝
▽
昭
和
二
十
一
年
四
月
二

日
〜
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
に
生
ま
れ

た
方
▽
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

し
、
運
転
の
で
き
る
方
▽
社
会
教
育
に

熱
意
と
関
心
が
あ
る
方
▽
簡
単
な
パ
ソ

コ
ン
操
作
が
で
き
る
方
▽
高
校
卒
業
程

度
の
学
力
を
有
す
る
方
▼
定
員
＝
二
人

▼
試
験
内
容
＝
筆
記
・
面
接
試
験
▼
試

験
日
＝
二
月
二
十
六
日
貅
▼
採
用
予
定

日
＝
平
成
十
六
年
四
月
一
日
貅
▼
募
集

要
項
の
配
布
＝
一
月
三
十
日
貊
以
降
に

樽
井
公
民
館
で
▼
申
込
み
＝
二
月
五
日

貅
〜
二
月
十
四
日
貍
に
樽
井
公
民
館
へ

▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

▼
職
種
＝
留
守
家
庭
児
童
会
（
チ
ビ
ッ

コ
ホ
ー
ム
）
の
指
導
員
▼
資
格
＝
▽
昭

和
二
十
一
年
四
月
二
日
〜
昭
和
五
十
九

年
四
月
一
日
に
生
ま
れ
た
方
▽
教
員
免

許
ま
た
は
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方
ま

た
は
留
守
家
庭
児
童
会
指
導
員
の
経
験

（
一
年
以
上
）
の
あ
る
方
▼
定
員
＝
一

人
▼
試
験
内
容
＝
筆
記
・
作
文
・
面
接

試
験
▼
試
験
日
＝
二
月
二
十
六
日
貅
・

二
月
二
十
八
日
貍
▼
採
用
予
定
日
＝
平

成
十
六
年
四
月
一
日
貅
▼
募
集
要
項
の

配
布
＝
二
月
二
日
豺
以
降
に
生
涯
学
習

課
で
▼
申
込
み
＝
二
月
九
日
豺
〜
二
月

十
六
日
豺
に
生
涯
学
習
課
へ
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
五
二
）

▼
職
種
＝
自
動
交
付
機
従
事
職
員
▼
資

格
＝
昭
和
二
十
年
四
月
二
日
〜
昭
和
六

十
一
年
四
月
一
日
に
生
ま
れ
た
方
※
学

歴
は
問
わ
な
い
▼
定
員
＝
一
人
▼
試
験

内
容
＝
筆
記
・
面
接
試
験
▼
試
験
日
＝

二
月
二
十
六
日
貅
▼
採
用
予
定
日
＝
平

成
十
六
年
四
月
一
日
貅
▼
募
集
要
項
の

配
布
＝
二
月
二
日
豺
以
降
に
人
事
課
で

▼
申
込
み
＝
二
月
十
六
日
豺
〜
二
月
二

十
日
貊
に
人
事
課
へ
▼
問
合
せ
＝
人
事

課
（
内
線
二
〇
七
）

▼
職
種
＝
家
庭
児
童
相
談
員
▼
資
格
＝

昭
和
二
十
四
年
四
月
二
日
〜
昭
和
五
十

七
年
四
月
一
日
に
生
ま
れ
た
方
で
次
の

笊
笆
笳
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
（
笊

臨
床
心
理
士
の
資
格
取
得
者
笆
学
校
教

育
法
に
基
づ
く
大
学
に
お
い
て
児
童
福

祉
、
社
会
福
祉
、
児
童
学
、
心
理
学
、

教
育
学
も
し
く
は
社
会
学
を
履
修
す
る

学
科
、
ま
た
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課

程
を
修
了
、
卒
業
し
た
方
笳
笊
笆
に
準

ず
る
方
で
、
家
庭
児
童
相
談
員
と
し
て

必
要
な
学
識
経
験
を
有
す
る
方
）
▼
定

員
＝
一
人
▼
試
験
内
容
＝
筆
記
・
面
接

試
験
▼
試
験
日
＝
二
月
二
十
六
日
貅
▼

採
用
予
定
日
＝
平
成
十
六
年
四
月
一
日

貅
▼
募
集
要
項
の
配
布
＝
二
月
二
日
豺

以
降
に
児
童
福
祉
課
で
▼
申
込
み
＝
二

月
九
日
豺
〜
二
月
二
十
日
貊
に
児
童
福

祉
課
へ
▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内

線
二
八
一
）

▼
職
種
＝
市
民
体
育
館
の
ス
ポ
ー
ツ
教

室
指
導
員
▼
資
格
＝
▽
昭
和
二
十
九
年

四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
▽
学
校

教
育
法
に
お
け
る
大
学
（
短
期
大
学
）

で
体
育
専
門
課
程
を
履
修
、
卒
業
し
た

保
健
体
育
教
員
免
許
取
得
者
（
平
成
十

六
年
三
月
三
十
一
日
卒
業
、
取
得
見
込

み
を
含
む
）
▽
体
育
指
導
が
で
き
る
方

▽
土
日
祝
日
に
勤
務
で
き
る
方
▼
定

員
＝
一
人
▼
試
験
内
容
＝
適
性
検
査
・

面
接
試
験
▼
試
験
日
＝
二
月
二
十
六
日

貅
▼
採
用
予
定
日
＝
平
成
十
六
年
四
月

一
日
貅
▼
募
集
要
項
の
配
布
＝
二
月
七

日
貍
〜
二
月
十
四
日
貍
に
市
民
体
育
館

で
▼
申
込
み
＝
二
月
十
八
日
貉
〜
二
月

二
十
二
日
豸
に
市
民
体
育
館
へ
▼
問
合

せ
＝
市
民
体
育
館

▼
職
種
＝
り
ん
く
う
体
育
館
及
び
運

動
、
公
園
広
場
（
り
ん
く
う
南
浜
）
の

管
理
業
務
▼
資
格
＝
▽
昭
和
二
十
一
年

四
月
二
日
〜
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
に

生
ま
れ
た
方
▽
普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
有
し
、
運
転
の
で
き
る
方
※
学
歴
は

問
わ
な
い
▼
定
員
＝
一
人
▼
試
験
内

容
＝
筆
記
・
面
接
試
験
▼
試
験
日
＝
二

月
二
十
六
日
貅
▼
採
用
予
定
日
＝
平
成

十
六
年
四
月
一
日
貅
▼
募
集
要
項
の
配

布
＝
二
月
七
日
貍
〜
二
月
十
四
日
貍
に

市
民
体
育
館
で
▼
申
込
み
＝
二
月
十
八

日
貉
〜
二
月
二
十
二
日
豸
に
市
民
体
育

館
へ
▼
問
合
せ
＝
市
民
体
育
館

▼
職
種
＝
保
育
所
の
栄
養
士
▼
資
格
＝

昭
和
二
十
四
年
四
月
二
日
〜
昭
和
五
十

八
年
四
月
一
日
に
生
ま
れ
た
方
で
栄
養

士
資
格
取
得
者
▼
定
員
＝
一
人
▼
試
験

内
容
＝
筆
記
・
面
接
試
験
▼
試
験
日
＝

二
月
二
十
六
日
貅
▼
採
用
予
定
日
＝
平

成
十
六
年
四
月
一
日
貅
▼
募
集
要
項
の

配
布
＝
二
月
二
日
豺
以
降
に
児
童
福
祉

課
で
▼
申
込
み
＝
二
月
九
日
豺
〜
二
月

二
十
日
貊
に
児
童
福
祉
課
へ
▼
問
合

せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
二
八
一
）

▼
職
種
＝
保
育
所
の
看
護
師
▼
資
格
＝

昭
和
二
十
四
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
看
護
師
資
格
取
得
者
▼
定
員
＝
若

干
名
▼
試
験
内
容
＝
筆
記
・
面
接
試
験

▼
試
験
日
＝
二
月
二
十
六
日
貅
▼
採
用

予
定
日
＝
平
成
十
六
年
四
月
一
日
貅
▼

募
集
要
項
の
配
布
＝
二
月
二
日
豺
以
降

に
児
童
福
祉
課
で
▼
申
込
み
＝
二
月
九

日
豺
〜
二
月
二
十
日
貊
に
児
童
福
祉
課

へ
▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
二

八
一
）

ヨ
ッ
ト
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

非
常
勤
嘱
託
職
員
／
社
会
教

育
従
事
職
員
を
募
集
し
ま
す

非
常
勤
嘱
託
職
員
／
自
動
交
付

機
従
事
職
員
を
募
集
し
ま
す

非
常
勤
嘱
託
職
員
／
家
庭
児

童
相
談
員
を
募
集
し
ま
す

非
常
勤
嘱
託
職
員
／
看

護
師
を
募
集
し
ま
す

非
常
勤
嘱
託
職
員
／
ス
ポ
ー
ツ

教
室
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

非
常
勤
嘱
託
職
員
／
南
部
防
災

拠
点
管
理
職
員
を
募
集
し
ま
す

非
常
勤
嘱
託
職
員
／
栄

養
士
を
募
集
し
ま
す

非
常
勤
嘱
託
職
員
／
留
守
家
庭

児
童
会
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

年
金
講
座
／
わ
か
り

や
す
い
年
金
の
話
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盧あいぴあ福祉講演会＝あいぴあ泉
南では、オープン当初から障害児や
障害者の方の自立支援を目標に、さ
まざまな方面から講師を招き、講演
会を開催してきました。
今年度は、11月に「障害をもつ子

どもたちの就学に伴う現状と課題」
と題して、関西医大小児科助教授・
杉本健郎
す ぎ も と た て お

さんのお話をうかがいまし
た。自閉、ADHD、脳性麻痺等の障
害をもつ子どもの保護者の方や、現
場で障害者とともに、考え悩み、そ
して歩んでいる保育士、指導員、理
学療法士、作業療法士等、69名が参
加、約2時間の講演に熱心に耳を傾
けていました。
参加者の方々からは「保護者の立

場で今、何をすべきかを教えてもら
ったし、勇気をもらいました。子ど
もが主体という先生の言葉に初心を
思い出した」等、プラス志向の感想
もたくさん寄せられました。
これからもあいぴあ泉南では、障

害当事者の立場に立った講演会を積
極的に企画していきたいと考えてい
ます。

盪あいぴあいきいき作品展＝恒例と
なったあいぴあ作品展を11月15日
から6日間にわたって開催しました。
あいぴあ泉南では、高齢者や障害者
の方を対象に各種講座を開講してい
ます。講座終了後も受講者の中から、
これからもずっと続けていきたいと
いう気持ちが芽生え、そして、その

結果「あいぴあクラブ」が誕生し、
活動しています。
今回の作品展には、水墨画クラブ、
編み物クラブ、書道クラブ、絵手紙
クラブの4クラブが出展しました。
さらに、あいぴあデイサービスセン
ターから陶芸、レザークラフト、書
道、絵画を出展いただきました。
力作ぞろいの作品展示となり、大

勢の市民の方々にもご覧いただき、
今後の活動の励みにもなり、また一
つ大きな目標を持つことができたと
思います。

蘯あいぴあデイサービスセンターだ
より＝デイサービスセンターでは、
月に1回、社会適応訓練として外出
訓練を実施しています。身体障害者
の方は社会参加を目的に、知的障害
者の方は自分のことは自分でできる
ようになるといったエンパワメント
支援を目的にしています。
10月に行われた外出行事では、大

阪南港にある「なにわの海の時空間」
へみんなで出かけました。実物大の
帆船に乗船したり、パネルを見なが
ら大阪の海の歴史を学習しました。
同施設は、バリアフリー化が進んで
いて段差もなく、障害者用トイレも
完備されているなど、安心・快適に
見学することができました。しかし、
残念ながら帆船には車イスでは乗船
できませんでした。場所によっては、
車イス等では見学しずらい場合もあ
りますが、これからも積極的にいろ

いろなところに出かけ、経験を積み、
社会参加していきたいと思います。
▼問合せ＝あいぴあ泉南（薀祕０７
０７／蕭祕０９０９）

あいぴあ健康講座
▼とき＝笊3月11日貅笆3月15日豺の午後1時

半～3時▼ところ＝あいぴあ泉南▼テーマ＝

笊生活習慣病予防の決め手笆骨粗鬆症の予

防▼講師＝笊西森義高
にしもりよしたか

さん（内科医）／栄

養士笆坂口光輝
さかぐちみつてる

さん（整形外科医）／理学

療法士（体操）▼定員＝30人（多数の場合

は抽選）▼参加費＝無料▼申込み＝電話ま

たはファクスであいぴあ泉南▼問合せ＝あ

いぴあ泉南（薀祕０７０７／蕭祕０９０９）

聴力障害者のための初心者パソコン教室

▼とき＝2月28日貍、2月29日豸、3月6日貍、

3月7日豸、3月13日貍の午後1時～4時半（全

5回）▼ところ＝あいぴあ泉南▼対象＝市内

在住の聴力障害者の方※障害名が聴力障害

▼定員＝5人（多数の場合は抽選）▼参加

費＝無料▼申込み＝2月20日貊（必着）まで

に、往復ハガキに氏名、住所、年齢、電

話・ファクス番号、障害者手帳の障害名を

明記の上、〒590－0521泉南市樽井1－8－

47・あいぴあ泉南聴力障害者パソコン教室

係へ▼問合せ＝あいぴあ泉南（薀祕０７０

７／蕭祕０９０９）

障害者・児のためのジャザサイズ
楽しい音楽体操や椅子に座ってできる簡

単エクササイズです。障害者・児の方はも

ちろん、保護者、介護者の方、障害者スポ

ーツに興味のある方もご参加ください。

▼とき＝2月27日貊、3月26日貊午後1時半～

3時▼ところ＝あいぴあ泉南▼定員＝30人

（多数の場合は抽選）▼参加費＝無料▼申込

み＝電話またはファクスであいぴあ泉南▼

問合せ＝あいぴあ泉南（薀祕０７０７／蕭

祕０９０９）
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▼
と
き
＝
二
月
十
九
日
貅
〜
三
月
二
十

五
日
貅
の
毎
週
木
曜
日
午
前
十
時
〜
正

午
（
全
六
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ

ン
タ
ー
▼
講
師
＝
古
江
寿
子

ふ
る
え
と
し
こ

さ
ん
▼
対

象
＝
十
八
歳
以
上
で
人
形
劇
に
興
味
の

あ
る
の
方
▼
定
員
＝
二
〇
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
＝
五
〇
〇
円
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
二
月
五
日
貅
以
降
に
、
お
電
話

で
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
午
後
六
時
〜
七

時
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
＝
小
学
生
レ
ベ
ル
の
日
本
語
▼
対

象
＝
市
内
在
住
で
以
前
外
国
に
暮
ら
し

て
い
た
青
少
年
、
外
国
人
の
子
ど
も
※

い
ず
れ
も
中
学
生
ま
で
▼
定
員
＝
二
〇

人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
一
〇
〇
〇
円
程
度
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

青
少
年
セ
ン
タ
ー

人
形
劇
講
座

日
本
語
を
は
じ
め
よ
う

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

２歳になると行動範囲がどんどん
広がり、他の子どもとのかかわりを
少しずつ求めるようになります。子
どもの年齢に合わせた遊びを楽しみ
ながら親子で楽しく友だちづくりを
しませんか。
▼とき＝3月4日貅、3月11日貅、
3月18日貅、3月25日貅※時間は
いずれも午前10時～11時30分
▼ところ＝子育て支援センタ
ー・ひだまり▼対象＝平成12
年4月2日～平成13年4月1日
に生まれた子どもとその保護
者※前回のびっ子教室に参加し
た方はご遠慮ください▼内容＝
ふれあい遊び、リトミック、砂場
で遊ぼう、新聞で遊ぼう、小麦粉粘
土、身体計測、おやつの時間など▼
参加費＝無料※おやつ代は各自負担
ください▼定員＝15組（多数の場合
は抽選します）▼申込み・問合せ＝2
月17日貂までに、お電話で子育て支
援センター・ひだまり（薀祚３３７
１）

生後３か月までの一番しんどい時
期も友だちと一緒なら乗り越えられ
るよ！

▼とき＝3月5日貊、3月12日貊、3
月19日貊、3月29日豺※時間はいず
れも午前10時～11時30分▼とこ
ろ＝子育て支援センター・ひだまり

▼対象＝妊婦さん▼内容＝保健師さ
んのはなし、先輩ママとの交流、お
もちゃづくり、保育所（0歳児）見学
など▼参加費＝無料▼定員＝15人
（多数の場合は抽選します）▼その
他＝一時保育あり▼申込み・問合
せ＝2月17日貂までに、お電話で子
育て支援センター・ひだまり（薀祚
３３７１）

子育て支援センター・ひだま
りのスタッフが出前で遊びの場
を提供します。親子で楽しく遊
びましょう。
▼とき＝2月20日貊午前10時～
11時30分▼ところ＝新家南幼稚
園（種河神社近く）▼対象＝就学
前の子どもとその保護者▼内容＝季
節のうた、手遊び、大型絵本ほか▼
参加費＝無料▼携行品＝お茶、手ふ
き、着替え等▼その他＝駐車スペー
スは少しあります▼申込み＝事前申
込みは不要です▼問合せ＝子育て支
援センター・ひだまり（薀祚３３７
１）

・・子育て支援センター・・・・・子育て支援センター・・・

▼名　称＝泉南市教育問題審議会
▼専門部会＝笊就学前部会

笆学校教育部会
笳地域家庭教育部会

▼内　容＝笊新しい時代に対応した幼児
教育のあり方について笆泉南市における
今後の学校教育のあり方について笳地域
における子どものすこやかな成長支援の
あり方について
▼任　期＝笊笆笳すべて平成16年4月から
約1年6か月
▼会議の開催頻度＝月に1回程度、審議会
または専門部会を昼間に開催します
▼定　員＝笊笆笳各1人

▼報酬・謝金＝1回につき7,500円
▼応募資格＝市内在住の20歳以上の方
（平成16年4月1日現在）。但し、国及び地
方公共団体の議会議員、泉南市職員及び
市立小・中学校職員、国公立・私立大学
の教員（教授、助教授、講師等）は除く
▼応募用紙の配布＝2月5日貅～3月12日貊
に教育総務課で
▼申込み受付期間＝3月1日豺～3月12日貊
※土日祝日は除く
▼選考方法＝各専門部会の内容に対して
の小論文（800字程度）にて選考します
▼選考結果＝審査の上、3月末に本人宛に
通知します

泉南市教育委員会では、泉南市の教育課題へ的確に対応するため、教育問題審議会
を開催し、答申をいただくことになりました。教育問題審議会は学識経験者や行政職
員のみで構成するのではなく、一般市民の皆さまのご意見を幅広くくみ上げ、計画を
練り上げていくことが重要であるとの考えから、このたび、委員を広く公募すること
にしました。また、委員の方々には専門部会委員を兼ねていただくことになりますの
で、興味・関心のある専門部会を次の中から一つ選んでいただくことになります。市
民の皆さまの積極的なご参加をお願いします。 ▼問合せ＝教育総務課（内線254）



該
被
害
者
の
原
因
と
な
っ
た
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た

時
に
お
い
て
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
被
害

者
本
人
（
被
害
者
死
亡
の
場
合
は
遺
族
）
▼
犯
罪
被

害
者
等
給
付
金
の
種
類
＝
▽
遺
族
給
付
金
▽
重
傷
病

給
付
金
▽
障
害
給
付
金
▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署

（
薀
磚
１
２
３
４
）

泉
南
市
で
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加

入
さ
れ
て
い
る
事
業
主
の
方
々
を
対
象
に
、
掛
金
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
（
但
し
、
事
業
所
が
当
初

契
約
し
た
月
か
ら
五
年
間
の
共
済
掛
金
に
つ
い
て
の

み
）
。

補
助
対
象
は
、
市
内
に
事
業
所
を
有
し
、
全
額
事

業
主
負
担
に
よ
り
、
平
成
十
年
二
月
以
降
に
中
小
企

業
退
職
金
共
済
制
度
に
加
入
し
て
い
る
、
被
共
済
者

が
五
十
人
以
下
の
事
業
主
の
方
々
で
す
。

申
請
は
、
毎
年
一
月
〜
十
二
月
ま
で
に
納
め
た
掛

金
に
つ
い
て
、
二
月
末
日
ま
で
に
地
域
振
興
課
に
設

置
し
て
い
る
補
助
金
交
付
申
請
書
と
個
人
別
、
月
別

掛
金
内
訳
書
に
退
職
金
共
済
手
帳
の
写
し
及
び
納
税

証
明
書
（
市
税
の
完
納
を
証
す
る
書
面
）
を
添
え
て
、

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
合
せ
＝
地
域
振
興
課
（
内
線
五
八
三
）
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毎月第3木曜日 
午後2時～4時 

笊毎月第1・4金曜日 
　午後1時～4時 
笆毎月第２水曜日 
　午後6時～9時 

笊は人権推進部 
　相談室 
笆は樽井公民館 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

2月5日、12日、26日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
一階会議室 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

児童相談 

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

市役所 
家庭児童 
相談室 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線281） 

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288） 

母子相談 

毎月第3金曜日 
午後2時～4時 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～金曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551） 

教育相談 
月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

女性相談 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

月～金曜日 
執務時間中 

人権推進部 
相談室 

確定申告の申告時期のため 
今月はありません 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

人権相談 

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

第2～4金曜日 
午後1時30分 
　～2時30分 

毎週月・木曜日 
午前9時 
～午後5時15分 
毎月第1・3 
木曜日午前10時～正午 
事前予約が必要です 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

保健センター 保健センター 
薀82-7615健康相談 

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第2、4木曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後1時半～3時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111

中国路線を増便
関空から中国の福州（福

建省）、南京（江鮮省）、煙

台（山東省）への直行便が

就航しました。関空から中

国へグルメツアーにお出か

けになりませんか。

▼問合せ＝関西国際空港譁

（薀碚２２０１）

無料シャトルバスを運行
▼コース＝関西国際空港～

りんくうプレミアム・アウ

トレット（往復）

▼運行日＝土・日・祝日に

運行（１日８往復）

▼所要時間＝約20分

▼関西空港発＝▽エアロプ

ラザ横・展望ホール行きバ

スのりば（毎時55分発▽始

発は10時55分▽終発は17時

55分）▼りんくうプレミア

ム・アウトレット発＝▽団

体バス駐車場内（毎時30分

発▽始発は11時30分▽終発

は18時30分）

▼乗車券（無料）の配布場

所＝盧関西空港（▽エアロ

プラザ・タカシマヤ２階サ

ービスカウンター▽旅客タ

ーミナル前・９番バスのり

ば）盪りんくうプレミア

ム・アウトレット（▽１階

インフォメーション）

▼問合せ＝エアロプラザテ

ナント会事務局（薀碚２０

３５）

シリーズ：関西国際空港情報NO.45

中国路線が増便されます中国路線が増便されます

中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金
補

助
制
度
の
申
請
を
受
付
し
ま
す

１
〜
９
人
以
下
 

10
〜
30
人
以
下
 

31
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▼
内
容
＝
市
の
委
託
業
者
が
利
用
者
宅
を
訪
問
し
、

ふ
と
ん
を
引
き
取
り
、
丸
洗
い
後
に
配
送
し
ま
す
▼

対
象
＝
次
の
笊
笆
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
（
笊

六
十
五
歳
以
上
で
在
宅
の
単
身
世
帯
ま
た
は
高
齢
者

の
み
の
世
帯
笆
要
介
護
認
定
で
要
介
護
度
１
以
上
の

方
）
▼
丸
洗
い
で
き
る
ふ
と
ん
の
種
類
と
費
用
＝
敷

き
ふ
と
ん
（
二
〇
〇
円
）、
掛
け
ふ
と
ん
（
二
〇
〇

円
）、
毛
布
（
一
〇
〇
円
）
※
羊
毛
・
羽
毛
ふ
と
ん
、

こ
た
つ
ふ
と
ん
は
除
く
▼
申
込
み
＝
二
月
二
十
七
日

貊
ま
で
に
、
お
電
話
で
高
齢
障
害
福
祉
課
へ
▼
問
合

せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇
七
・
三
〇
四
）

泉
南
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
十
六
年
四
月
に

市
立
小
学
校
の
第
一
学
年
（
平
成
九
年
四
月
二
日
〜

平
成
十
年
四
月
一
日
生
ま
れ
）
及
び
中
学
校
の
第
一

学
年
（
平
成
三
年
四
月
二
日
〜
平
成
四
年
四
月
一
日

生
ま
れ
）
に
入
学
を
予
定
さ
れ
て
い
る
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
の
方
に
「
就
学
通
知
書
」
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
、
就
学
通
知
書
の
届
い
て
い
な
い
方

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
必
ず
教
育
委
員
会
学
務
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
学
務
課
（
内
線
二
九
七
）

泉
南
市
で
は
、
次
の
笊
〜
笞
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
家
族
介
護
者
の
方
に
家
族
介
護
慰
労
金
を
支
給

し
ま
す
。

▼
支
給
要
件
＝
笊
要
介
護
高
齢
者
が
六
十
五
歳
以
上

で
あ
る
こ
と
笆
要
介
護
高
齢
者
、
家
族
介
護
者
と
も

に
一
年
以
上
継
続
し
て
泉
南
市
内
に
居
住
し
て
い
る

こ
と
笳
要
介
護
高
齢
者
、
家
族
介
護
者
と
も
に
市
民

税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と
笘
要
介
護
高
齢
者
が
、

要
介
護
認
定
を
受
け
て
お
り
、
一
年
以
上
要
介
護
度

４
ま
た
は
５
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
笙
要
介
護
高
齢

者
が
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
月
単
位
で
十
二
か
月
以

上
継
続
し
て
利
用
し
て
い
な
い
こ
と
（
病
院
な
ど
に

入
院
し
て
い
た
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
入
院
期

間
を
除
い
て
前
後
十
二
か
月
間
以
上
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
こ
と
。
但
し
、
一
年
間
で

一
週
間
（
七
日
）
以
内
の
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
）
の
利
用
は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
）
笞
家
族

介
護
者
が
同
居
し
て
お
り
、
居
宅
に
お
い
て
現
に
要

介
護
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
こ
と
（
但
し
、
同
一

敷
地
内
や
隣
地
に
居
住
し
て
い
る
場
合
は
、
同
居
と

み
な
す
こ
と
が
で
き
ま
す
）
▼
申
込
み
＝
二
月
二
十

七
日
貊
ま
で
に
市
役
所
高
齢
障
害
福
祉
課
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
▼
支
給
額
＝
一
〇
万
円
（
年
額
）
▼

問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇
七
）

笊
申
請
さ
れ
る
前
に
必
ず
、
高
齢
障
害
福
祉
課
へ
工

事
に
つ
い
て
の
事
前
協
議
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
笆

工
事
見
積
り
に
つ
い
て
は
、
複
数
業
者
か
ら
と
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
高
齢
障
害
福
祉
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇
四
）

一
般
廃
棄
物
の
持
ち
込
み
定
期
投
入
に
つ
い
て
、

平
成
十
六
年
度
に
泉
南
清
掃
工
場
を
使
用
さ
れ
る
方

の
使
用
願
の
申
請
を
受
付
し
ま
す
。

▼
申
込
み
＝
清
掃
工
場
計
量
室
に
備
え
付
け
の
申
請

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
泉
南
清
掃
事
務
組

合
事
業
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
▼
受
付
期
間
＝
二

月
十
六
日
豺
〜
二
月
二
十
七
日
貊
（
土
日
は
除
く
）

▼
そ
の
他
＝
▽
こ
の
申
請
は
一
般
廃
棄
物
の
取
扱
い

の
営
業
許
可
で
は
あ
り
ま
せ
ん
▽
ご
み
の
排
出
時
に

は
減
量
化
を
図
り
、
市
の
ご
み
分
別
品
目
に
合
わ
せ

て
持
ち
込
む
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
▽
産
業
廃
棄
物

に
つ
い
て
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
等
に
よ
り
、
事
業
者
の
責
任
に
お
い
て
適
正
に

処
理
し
て
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
泉
南
清
掃
事
務
組

合
（
薀
祚
０
５
８
１
）

こ
の
制
度
は
、
通
り
魔
殺
人
等
の
犯
罪
行
為
に
よ

り
、
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
方
の
遺
族
や
身
体
に
重
傷

病
を
負
い
、
も
し
く
は
障
害
が
残
っ
た
被
害
者
の
方

に
対
し
、
社
会
の
連
帯
共
助
の
精
神
に
基
づ
き
、
国

が
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
を
支
給
し
、そ
の
精
神
的
、

経
済
的
打
撃
の
緩
和
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

▼
給
付
金
の
支
給
が
受
け
ら
れ
る
被
害
者
ま
た
は
遺

族
の
資
格
＝
▽
日
本
国
籍
を
有
す
る
方
ま
た
は
日
本

国
内
に
住
所
を
有
す
る
方
▽
外
国
人
で
あ
っ
て
も
当
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nf ormat i
i

o n
家
族
介
護
慰
労
金
を

支
給
し
ま
す

泉
南
清
掃
工
場
の
使
用

願
い
を
受
付
し
ま
す

高
齢
者
住
宅
改
造
事
業
費
補
助

金
制
度
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す

就
学
通
知
書
は

届
い
て
い
ま
す
か
？

ふ
と
ん
洗
濯
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
存
知
で
す
か
犯
罪

被
害
給
付
制
度

市役所　薀83-0001 
清掃課　薀83-5875 
あいぴあ泉南 
　　　　薀85-0707 
消防本部　　　　 
　　　　薀85-0119 
樽井公民館 
　　　　薀83-4361



す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
薀
祟
５
８
７
５
）

清
掃
課
で
は
、
資
源
の
有
効
な
活
用
と
リ
サ
イ
ク

ル
社
会
の
構
築
を
目
的
に
、
平
成
四
年
か
ら
各
公
民

館
等
に
お
い
て
、
牛
乳
パ
ッ
ク
と
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
の
交
換
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
意
識
の
定
着
等
、
一

定
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
平

成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
地
域
の
集

団
回
収
や
廃
品
回
収
、
各
公
民
館
の
ボ
ッ
ク
ス
を
ご

利
用
い
た
だ
く
等
、
引
き
続
き
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に

対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
薀
祟
５
８
７
５
）

有
料
道
路
通
行
料
金
の
障
害
者
割
引
制
度
が
、
一

部
改
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
改
正
の
概
要
＝
▽
従
来
の
割
引
証
を
廃
止
し
、
新

た
に
割
引
の
有
効
期
間
（
二
年
間
）
を
記
載
す
る
手

続
を
行
っ
た
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳
の
み

割
引
（
五
〇
％
）
を
適
用
し
ま
す
※
従
来
の
割
引
証

は
、
平
成
十
六
年
五
月
三
十
一
日
が
利
用
期
限
で
す

▽
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
走
行
時
の
割
引
が
適
用

（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
者
の
み
）
▼
手
続
に
必
要
な
も
の
＝

笊
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
し
な
い
場
合
①
身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
療
育
手
帳
②
登
録
を
希
望
す
る
自
動
車
の
車

検
証
（
１
台
に
限
る
）
③
運
転
免
許
証
（
障
害
者
本

人
が
運
転
す
る
場
合
）
④
お
持
ち
の
割
引
証
笆
Ｅ
Ｔ

Ｃ
を
利
用
さ
れ
る
場
合
（
高
齢
障
害
福
祉
課
で
の
手

続
後
、
道
路
公
団
等
へ
の
事
前
登
録
が
必
要
）
①
身

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
②
登
録
を
希
望
す

る
自
動
車
の
車
検
証
（
１
台
に
限
る
）
③
運
転
免
許

証
（
障
害
者
本
人
が
運
転
す
る
場
合
）
④
お
持
ち
の

割
引
証
⑤
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
（
障
害
者
本
人
名
義
に
限

る
）
⑥
登
録
希
望
の
自
動
車
に
取
付
の
車
載
器
の
Ｅ

Ｔ
Ｃ
車
載
器
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
申
込
書
・
証
明
書
。
以

上
を
高
齢
障
害
福
祉
課
へ
ご
持
参
い
た
だ
き
、
手
続

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課

（
内
線
三
〇
九
・
二
八
八
）

子
育
て
や
教
育
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

や
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
九
時
半
〜
正
午
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
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こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

有
料
道
路
通
行
料
金
の
障
害
者

割
引
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

牛
乳
パ
ッ
ク
と
ト
イ
レ
ッ
ト
　

ペ
ー
パ
ー
の
交
換
を
終
了
し
ま
す

珈 笆 笳 玻 珀 珥 珮
珞 笶 筐 瑯 琥 珸 琲
琺 筅 筵 筥 瑙 瑁 瑜
瑩 筬 筮 瑪 瑶 瑾 璋
璞 笊 笆 珎 玻 珀 珥
珮 笨 笶 琅 瑯 琥 珸  

2月1日～3月13日・薀祚２６２７ 
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

珈縒笳玻珀珥珮
珞繦筐瑯笄珸琲
筌縺筵瑟瑙瑁瑜
瑩繹筮瑪瑶瑾璋
璞縡笆珎玻珀珥
珮繆笶琅瑯琥珸  

珈縒笳玻珀珥珮
珞繦筐筺琥珸琲
琺縺筵瑟瑙瑁瑜
瑩繹筮瑪瑶瑾璋
璞縡笆珎玻珀珥
珮繆笶琅瑯琥珸  

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

2月1日～3月13日・薀祗１０００ 

軆健康＆体力づくり躱の第一歩は、 
　　　軆温水プール躱からはじめましょう！ 

※開館時間は、午前9時～午後10時 
　（早く閉館する場合があります） 

2月1日～3月13日・薀祟４３６１ 

盧合併協議会における協議調整項目

笊基本協定項目＝①合併の方式②合併の期日澆新市

の名称潺新市の事務所の位置潸財産及び債務

笆合併特例法に定める協定項目＝⑥地域審議会の設

置⑦議員定数及び任期⑧農業委員会定数及び任期⑨

地方税⑩一般職の職員の身分

笳その他の必要協定項目＝⑪特別職の身分⑫条例・

規則⑬組織・機構⑭一部事務組合等⑮使用料・手数

料⑯公共的団体⑰補助金・交付金⑱町名・字名⑲慣

行⑳国民健康保険事業澡介護保険事業澤消防団澹各

種事務事業

笘新市建設計画

以上のような協議調整項目について、今後合併協

議会において協議調整が行われます。

盪泉州南合併協議会を構成する3市2町（泉佐野市、

泉南市、阪南市、田尻町、岬町）が合併したら

笊人　口＝244,983人（平成12年国勢調査人口）とな

り、大阪府全体の約2.8％を占めることとなり、大阪

府内では、寝屋川市（250,806人）や茨木市（260,648

人）とほぼ同規模の人口を有することになります。

平成7年から平成12年の人口増加率については、大

阪府全体で0.1％増とほぼ横ばいなのに対し、3市2町

では全体では3.4％増となっています。

笆面　積＝190.71裄とな

り、大阪府全体の約

10.1％を占めることとな

り、大阪府内では、大阪

市（221.37裄）に次いで2

番目の面積を有すること

になります。

▼問合せ＝政策推進課

（内線287）

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、

次
の
笊
笆
に
該
当
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
笊
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど
を
受
け
て
い

な
い
恩
給
欠
格
者
の
方
（
請
求
を
行
う
こ
と
な
く
亡

く
な
ら
れ
た
恩
給
欠
格
者
の
ご
遺
族
の
方
）
笆
終
戦

に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引
揚
げ
て
こ
ら
れ

た
方
▼
申
込
み
＝
恩
給
欠
格
者
の
ご
遺
族
の
方
及
び

引
揚
者
の
方
は
、
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
市
役
所
生
活
福
祉
課
に
設
置
し
て
い
る
請
求
書
類

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
す
で
に
請
求
さ

れ
た
方
は
、
請
求
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
▼
問
合

せ
＝
▽
生
活
福
祉
課
（
内
線
三
一
〇
）
▽
同
基
金

（
薀
０
１
２
０
・
２
３
４
・
９
３
３
）

皆
さ
ん
が
平
成
十
五
年
一
月
か
ら
十
二
月
に
支
払

っ
た
国
民
健
康
保
険
及
び
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

平
成
十
五
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
や
平
成
十
六
年

度
市
・
府
民
税
申
告
の
際
に
全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。社
会
保
険
料
控
除
の
申
告
は
、

一
年
間
に
支
払
っ
た
保
険
料
の
合
計
金
額
を
記
入
す

る
だ
け
で
、
支
払
金
額
を
確
認
で
き
る
領
収
書
等
の

添
付
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
過
去
に
未
納
に

な
っ
て
い
た
期
間
の
保
険
料
や
国
民
年
金
保
険
料
で

免
除
・
猶
予
さ
れ
て
い
た
期
間
を
追
納
し
た
保
険

料
、
配
偶
者
な
ど
扶
養
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
も

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
国
民
年
金
の
支
払
額
は
貝
塚
社

会
保
険
事
務
所
（
薀
瞶
１
１
２
２
）
へ
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課（
内
線
二
九
一
・
三
八
〇
）

移
動
図
書
館
「
か
し
の
き
号
」
は
、
お
と
な
の

本
・
こ
ど
も
の
本
、
あ
わ
せ
て
約
二
六
〇
〇
冊
を
積

ん
で
、
市
内
一
二
カ
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
月
に
二

回
ず
つ
巡
回
し
て
い
ま
す
。本
を
借
り
ら
れ
る
方
は
、

図
書
館
の
貸
出
券
が
必
要
で
す
。
ま
だ
、
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、

保
険
証
、
泉
南
市
民
証
、
本
人
宛
に
届
い
た
手
紙
等
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
お
一
人
八
冊
ま
で
借
り
て
い

た
だ
け
ま
す
。
巡
回
場
所
、
日
時
は
下
記
の
日
程
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

但
し
、
大
雨
洪
水
警
報
発
令
時
等
、
気
象
状
況
に

よ
り
、
巡
回
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

三
月
後
半
の
巡
回
は
、資
料
特
別
整
理
期
間
の
た
め
、

か
し
の
き
号
の
巡
回
は
休
止
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
薀
祗
７
７
６
６
）

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
国
が
賃
金
の
最
低
額
を
定

め
、
使
用
者
は
そ
の
金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
制
度
で
す
。
こ

の
最
低
賃
金
に
は
、
大
阪
府
内
の
す
べ
て
の
労
働
者

が
対
象
と
な
る
「
大
阪
府
最
低
賃
金
」
と
特
定
の
産

業
の
労
働
者
が
対
象
と
な
る
「
産
業
別
最
低
賃
金
」

が
あ
り
、
原
則
と
し
て
臨
時
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・

ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。
現
在
の
最
低
賃
金
（
い
ず
れ
も
時
間
額
）

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
地
域
別
最
低
賃
金
笊
大
阪
府
最
低
賃
金
（
七
〇
三

円
）
▼
産
業
別
最
低
賃
金
笆
塗
装
製
造
業
（
八
二
七

円
）
笳
電
気
機
械
器
具
製
造
関
連
産
業
（
七
七
四
円
）

笘
機
械
・
金
属
製
品
製
造
関
連
産
業
（
七
九
八
円
）

笙
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
（
七
九
〇
円
）
笞
鉄

鋼
業
（
八
〇
五
円
）
笵
自
動
車
小
売
業
（
七
八
五
円
）

笨
非
鉄
金
属
関
連
産
業
（
七
七
三
円
）
笶
各
種
商
品

小
売
業
（
七
四
八
円
）
▼
問
合
せ
＝
大
阪
労
働
局
賃

金
課
（
薀
０
６
・
６
９
４
９
・
６
５
０
６
）

笊
空
き
か
ん
・
空
き
び
ん
＝
か
ん
び
ん
専
用
袋
（
青

色
文
字
）
に
、
か
ん
・
び
ん
を
一
緒
に
入
れ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
笆
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
＝
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
専

用
袋
（
赤
色
文
字
）
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
だ
け
入
れ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
※
絶
対
に
他
の
資
源
ご
み
は
入

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
笳
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
＝
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
専
用

袋
（
黒
色
文
字
）
に
、
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
類
だ
け
を
入
れ
て
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
※
絶
対
に
他
の
資
源
ご
み
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
▼
注
意
＝
指
定
袋
以
外
の
袋
で
出
さ
れ
た
り
、
ご

み
を
混
合
に
し
て
出
さ
れ
ま
す
と
、
収
集
業
務
や
再

資
源
化
処
理
に
支
障
が
で
ま
す
。
円
滑
な
処
理
を
行

う
た
め
、
か
ん
・
び
ん
以
外
は
絶
対
に
混
合
で
指
定

袋
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
※
指
定
袋

以
外
の
袋
を
使
用
さ
れ
た
場
合
は
収
集
は
行
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
収
集
日
（
す
べ
て
の
ご
み
）
は
午
前
九

時
ま
で
に
、
決
め
ら
れ
た
集
積
場
所
へ
分
別
し
て
出
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□‥開館日（午前10:00～午後5:00） 
　●‥休館日 鳴滝第２小学校 

楠台１号公園 

ルナりんくう 

ファミール南大阪 

関空山の手台 

砂川集会所前 

青少年センター 

一丘団地 

サンハイツ和泉砂川 

八幡山自治会館 

浜老人集会場 

西信達公民館 

2月 3月 2月 3月 
2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:30

3:15～ 
4:00

3:00～ 
4:00

3:00～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:00～ 
4:00

2月1日～3月13日・薀祗７７６６ 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

潺 ⑱ 
潺 ⑱ 
潸 ⑲ 
潸 ⑲ 
⑥ ⑳ 
⑥ 

澆 
澆 
潺 
潺 
潸 
潸 ⑳ 

－ 
－ 

－ 
－ 

－ 
－ 

－ 
－ 

－ 
－ 

－ 
－ 

⑩ 
⑩ 
⑪ 
⑪ 
⑫ 
⑫ 

笋 澪 
笋 澪 
⑫ 濟 
⑫ 濟 
⑬ 濕 
⑬ 濕 

珈笆珎玻珀珥珮
珞笶琅筺琥珸琲
琺筅琿瑟瑙瑁瑜
瑩筬瑣瑪瑶瑾箍
璞笊玳珎玻珀珥
珮笨璢琅瑯琥珸  

資
源
ご
み
の
分
別
収
集
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

か
し
の
き
号
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す

地
域
・
産
業
別
最
低
賃
金

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
の
保
険

料
は
社
会
保
険
控
除
の
対
象
で
す

恩
給
欠
格
者
・
引
揚
者
の

皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
ま
す



平
成
十
六
年
度
か
ら
市
税
納
付
に
係
る
納
期
前
納

付
報
奨
金
の
交
付
率
が
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
納
期
前
納
付
報
奨
金
＝
個
人
の
市
・
府
民
税
（
普

通
徴
収
分
）
及
び
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
含

む
）
・
都
市
計
画
税
は
、
納
期
が
年
四
回
に
分
か
れ

て
い
ま
す
が
、
第
一
期
の
納
期
に
当
該
年
度
の
税
額

を
一
括
し
て
納
め
ら
れ
ま
す
（
※
こ
れ
を
「
前
納
」

と
い
い
ま
す
）
と
納
期
前
納
付
報
奨
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
▼
報
奨
金
の
支
払
い
方
法
＝
全
期
分
前
納
用
納

付
書
に
よ
り
、
年
税
額
か
ら
報
奨
金
を
差
し
引
い
た

額
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
▼
注
意
＝
第
一
期

の
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
報
奨
金
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん

▼
問
合
せ
＝
納
税
課
（
内
線
二
三
五
・
二
三
六
）

泉
南
市
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
図
書
や
雑
誌
、
Ａ

Ｖ
（
視
聴
覚
）
資
料
の
検
索
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ふ
る
っ
て
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

泉
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.

sennan.osaka.jp/

）
の
施
設
情
報
「
図
書
館
」
か

ら
「
蔵
書
検
索
」
に
お
入
り
い
た
だ
く
と
検
索
用
の

メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
以
降
は
画
面

の
指
示
に
従
っ
て
お
進
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
薀
祗
７
７
６
６
）
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市
税
の
前
納
報
奨
金
の

交
付
率
が
変
わ
り
ま
す

図
書
館
の
蔵
書
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
検
索
で
き
ま
す

ＪＲ阪和線・和泉砂川駅のすぐ近く、ピンク色の屋根に、
風見鶏が目印の信達幼稚園は、現在162人の園児がいろい
ろなことを体験しながら、元気いっぱいに遊んでいます。
信達幼稚園では恵まれた環境を活かし、地域の方々にも

ご協力いだだきながら、次のような取り組みを行っていま
す。
盧心の開放を存分に＝砂・土・水を使って、友だちと声・
思い・知恵を出し合って、心ゆくまで遊ぼう！
盪自然とのふれあいを求めて＝園庭で虫採り、セミ採りを
したり、お花や野菜を育てよう。地域の恵まれた自然の中
で遊ぼう。
蘯心のふれあいを求めて＝友だちや先生とのふれあい。親
子・家族でのふれあい。地域の人とのふれあい。
▼家族参加でふれあう子ども・親・先生たち＝10年以上も
前からの取り組みで、毎年ご好評いただいております。
日常保育や園外保育、園行事等に、年間のべ600組あま

りの家族が参加しています。保護者の方々に、幼稚園での
一日を一緒に過ごしていただき、自分の子どもや友だちの
様子等、幼稚園生活を見ていただくことで、幼稚園教育へ
の理解を深めていただいています。

また、園外保
育や園行事への
参加は、保護者
の方々にも大人
気で、母親はも
ちろん、父親や
祖父母、きょう
だいたちも参加
し、園児たちと
ふれあい、園生活を豊かにしてくれています。
先生たちもご家族の皆さんとの出会いを楽しみにしてい

ますし、一日を共に過ごすことでより親しみを増し、家庭
との連携も深めています。さらに、保育終了後の井戸端会
議では、お茶を飲みながら、保護者同士が出会い・ふれ合
い、そしてつながっていくことができ、地域の中の幼稚園
としての役割を担っています。
このように信達幼稚園では、さまざまな取り組みを通し

て、親も子も人と関わる力を育み、共に育ち合う仲間づく
りをめざしています。
▼問合せ＝指導課（内線277）

最近、児童・生徒等、子どもを狙っ

た事件や犯罪が多発しています。泉南

市においても、ＰＴＡや地域の方々の

巡回活動、子ども110番活動等でご協

力いただいていますが、昨年1年間で

不審者による被害が40件、交通事故16

件が教育委員会に報告されています。

泉南市安全なまちづくり推進協議会

では、「地域ぐるみで子どもを守るネ

ットワーク」づくりの一環として、

「泉南市　子ども安全パトロール員

（仮称）」を募集します。これは、パト

ロール員の方々に子どもたちの登下校

時に通学路や危険な箇所に立っていた

だき、あいさつや声かけなど、子ども

たちを見守っていただくボランティア

活動です。また、現在泉南市内全学校

の通学路と危険箇所を示した地図を作

製中です。地域ぐるみで子どもの安全

を守るため、市民の皆さまのご理解と

ご協力をお願いします。

▼申込み・問合せ＝指導課（内線277）

10万円 
以　下 

10万円を超え 
30万円以下 100

1
100
0.5

10万円 
以　下 

10万円を超え 
30万円以下 100

0.5
100
0.25

▼
申
告
受
付
期
間
＝
二
月
十
六
日
豺
〜
三
月
十
五
日

豺
※
時
間
は
午
前
九
時
〜
正
午
、
午
後
〇
時
四
十
五

分
〜
午
後
五
時
十
五
分
（
土
日
祝
日
は
除
く
）
▼
申

告
が
必
要
な
方
＝
▽
平
成
十
六
年
一
月
一
日
現
在
で

泉
南
市
に
住
所
が
あ

り
、
平
成
十
五
年
中

に
所
得
の
あ
っ
た
方

▽
所
得
の
な
い
方
で
、

誰
の
扶
養
親
族
に
も

な
っ
て
い
な
い
方
▼

申
告
の
必
要
の
な
い

方
＝
▽
税
務
署
に
所

得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
方
▽
給
与
所
得

の
み
の
方
で
、
勤
務

先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
（
年
末
調
整
済
）
が
提
出

さ
れ
る
方
▼
申
告
に
必
要
な
も
の
＝
▽
市
・
府
民
税

申
告
用
紙
▽
印
鑑
（
認
め
印
）
▽
給
与
所
得
の
方
は

源
泉
徴
収
票
、
雇
用
主
の
支
払
証
明
書
、
給
与
明
細

書
等
▽
公
的
年
金
の
方
は
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
▽
事
業
主
の
方
は
収
入
と
経
費
の
わ
か
る
帳
簿
等

▽
各
種
控
除
証
明
書
類
▼
控
除
の
種
類
と
添
付
書

類
＝
▽
社
会
保
険
料
控
除
は
国
民
健
康
保
険
税

（
料
）、
国
民
年
金
保
険
料
、
介
護
保
険
料
等
の
支
払

い
が
分
か
る
も
の
▽
生
命
保
険
料
控
除
（
一
般
・
個

人
年
金
）
は
控
除
証
明
▽
損
害
保
険
料
控
除
（
長

期
・
短
期
）
は
控
除
証
明
▽
医
療
費
控
除
は
領
収
書

▽
障
害
者
控
除
は
手
帳
▽
寄
付
金
控
除
は
受
領
書
▽

雑
損
控
除
は
証
明
書
▼
そ
の
他
＝
▽
平
成
十
五
年
中

に
学
生
、
家
事
手
伝
い
、
病
気
療
養
等
で
無
職
、
無

収
入
で
あ
っ
た
方
も
所
得
証
明
や
非
課
税
証
明
の
発

行
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
▽
申
告
は
郵
送
で
も
受
付
し
ま
す
。
郵
送
先
は

〒
五
九
〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）
泉
南
市
役
所

課
税
課
市
民
税
係
へ
お
願
い
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝
課

税
課
（
内
線
二
五
一
・
二
三
八
）

在
宅
で
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ー
タ
入
力
の
仕
事
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
収
入
は
保
証
す
る
。
チ
ラ
シ
配
り
の
代

理
店
に
な
れ
ば
高
収
入
に
な
る
等
と
勧
誘
さ
れ
、
高

額
な
商
品
を
購
入
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
収
入
が
な
い

と
い
う
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

▼
事
例
笊
＝
突
然
電
話
で
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
て
入
力
作
業
す
る
仕
事
が
あ
る
。
試
験
は
簡
単
で

誰
で
も
合
格
し
、
月
五
万
円
に
は
な
る
。
多
い
人
は

一
〇
万
円
以
上
に
な
る
と
言
わ
れ
て
、
パ
ソ
コ
ン
用

教
材
（
Ｃ
Ｄ
・
Ｒ
Ｏ
Ｍ
）
の
契
約
を
し
た
が
、
試
験

に
は
合
格
で
き
ず
、
収
入
に
な
ら
な
い
。
解
約
し
た

い
が
業
者
と
連
絡
が
と
れ
な
い
▼
事
例
笆
＝
在
宅
ワ

ー
ク
募
集
の
折
り
込
み
広
告
を
見
て
、
資
料
を
請
求

し
た
ら
、
電
話
で
チ
ラ
シ
配
り
を
す
れ
ば
、
毎
月
の

収
入
で
登
録
料
を
払
っ
て
も
数
万
円
は
手
元
に
残

る
。
募
集
は
あ
と
数
人
と
言
わ
れ
て
契
約
し
た
が
、

収
入
は
四
ヶ
月
で
約
三
〇
〇
〇
円
程
度
に
し
か
な
ら

な
い
。
解
約
を
申
し
出
た
ら
三
〇
万
円
の
解
約
料
を

請
求
さ
れ
た
▼
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
＝
内
職
商

法
と
は
、
業
者
が
仕
事
を
斡
旋
す
る
の
で
、
自
宅
で

簡
単
に
収
入
が
得
ら
れ
る
と
勧
誘
し
、
消
費
者
に
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
さ
せ
る
も
の
で
す
。
収
入
を

得
る
た
め
に
、
教
材
代
、
登
録
料
、
保
証
金
と
い
っ

た
名
目
で
消
費
者
が
先
に
お
金
を
支
払
う
場
合
は
要

注
意
。
提
供
さ
れ
る
仕
事
の
内
容
、
対
価
等
は
必
ず

書
面
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
特
定
商
取
引
法
で
業
務

提
供
誘
引
販
売
取
引
に
該
当
す
れ
ば
、
二
十
日
間
の

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
契
約
し
た

後
で
も
、
お
か
し
い
？
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
内
線
三

一
九
）

市
民
税
・
府
民
税
の
申
告

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

在
宅
ワ
ー
ク
を
う
た
う

内
職
商
法
に
ご
注
意
を

税務署では、納税者の方々が確定申告書や収支内

訳書をご自分で作成していただき、税務署の職員は

作成のための助言を行う「自書申告」を推進してい

ます。自分で申告書を作成できるようになれば、混

雑している税務署に行かなくて済むようになります。

「確定申告書の書き方」や「前年度の申告書控」等を

参考に、申告書を作成し、お早めに郵送等により提

出するようにしましょう。

なお、確定申告書の提出や納付を納期限までにし

なかったり、税額を少なく申告していた時は、加算

税や延滞税を納めなければならない場合があります。

▼問合せ＝泉佐野税務署（薀磆３４７１）

盧確定申告書の提出・納付の期限

笊贈与税及び申告所得税の確定申告＝3月15日豺まで

笆個人事業者の消費税及び地方消費税の確定申告＝3

月31日貉まで

※注　意＝税務署は土・日曜日、祝日は業務は行っ

ておりません。但し、2月22日豸、2月29日豸の2日間

については、申告の相談と申告書の受付を行います。

▼その他＝税務署へお越しの際は、公共交通機関を

ご利用ください。

盪申告書は自分で書いて郵送で

税務署でのご相談等は大変混雑しますので、郵送

による確定申告書の提出にご協力ください。なお、

申告書の軆控躱が必要な方は、返信用の封筒と切手

を必ず同封してください。郵送先は、泉佐野税務署

（〒597－0021泉佐野市日根野3683－1）へ

蘯納税は安全・便利な口座振替で

所得税、消費税の納税は、便利で安全、確実な口

座振替をご利用ください。

盻地区相談所を開設します

税理士による無料相談を開設します。お気軽にご

利用ください。

▼とき＝2月16日豺～2月20日

貊※受付時間は午前9時半～

午前11時半、午後1時～午後3

時▼ところ＝泉南市水道部庁

舎▼その他＝譲渡所得、贈与

税の相談は行っていません▼

問合せ＝泉佐野税務署（薀磆

３４７１）
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※1.（ ）内は、再任用短時間勤務職員であり外書きです。
※2.教育長を含みます

盧人件費の状況（普通会計決算） 

蘯職員の平均給料月額・平均給与月額及び平均年齢の状況（Ｈ15.4.1現在） 

区　分 

14年度 64,844 20,441,755 －785,115

歳出額Ａ 人件費Ｂ 実質収支 人件費率（Ｂ／Ａ） 13年度の人件費率（参考） 住民基本台帳人口（年度末） 
H15.3.31 人 千円 

6,589,290
千円 
32.2

％ 

41.5
歳 

40.5
歳 

32.1
％ 千円 

盪職員給与費の状況（普通会計予算） 
区　分 

15年度 

区　分 

泉南市 

　国 

職員数Ａ 

605（1） 
人 
2,498,590

千円 
1,190,588

千円 
4,310,075

千円 
7,112

千円 
620,897

千円 

344,100
円 

円 
407,300

327,600

円 

円 

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬を含みます。 

※１．職員手当には退職手当、児童手当は含みません。２．職員数及び給与費は当初予算に計上された額です。３．教育長の給与を含みます。４．（　　）内は再任用短時間勤務職員であり、外書きです。 

※１．経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいいます。 

給与費 

一般行政職 技能労務職 
平均給料月額 平均給与月額 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均年齢 

給　料 職員手当 計　Ｂ １人当たり給与費（Ｂ／Ａ） 期末・勤勉手当 

41.1
歳 

48.9
歳 

313,400
円 

円 
371,900

286,300

円 

円 

盻職員の初任給の状況（Ｈ15.4.1現在） 
区　分 

一般行政職 

幼稚園教諭職 

183,800円 
153,500円 
190,100円 
170,300円 

198,200円 
169,800円 
204,300円 
190,100円 

171,500円 
139,500円 
181,100円 
163,700円 

185,600円 
149,200円 
199,100円 
181,100円 

泉南市 国 

大学卒 
決定初任給 採用２年経過日給料額 初任給 採用２年経過日給料額 

高校卒 
大学卒 
短大卒 

眈職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（Ｈ15.4.1現在） 
区　分 経験年数７年以上、10年未満 経験年数10年以上、15年未満 経験年数15年以上、20年未満 

一般行政職 

技能労務職 

269,600円 
250,300円 
264,300円 
261,200円 

290,600円 
264,800円 
277,600円 
272,300円 

337,500円 
300,700円 
305,400円 

大学卒 
高校卒 
高校卒 
中学卒 

※１．泉南市の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数です。 
※２．標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名です。 

眇一般行政職の等級別職員数の状況（Ｈ15.4.1現在） 
区　分 

職員数 
構成比 

１年前の構成比 
５年前の構成比 

標準的な職務内容 

参
考 

８級 
部長 
11人 
3.8％ 
3.5％ 
2.6％ 

係長 
112人 
38.9％ 
40.1％ 
41.3％ 

５級 ４級 
事務職員 

113人 
39.2％ 
39.4％ 
36.4％ 

３級 

10人 
3.5％ 
1.7％ 
4.7％ 

２級 

１人 
0.3％ 
0.4％ 
0％ 

１級 

288人 
100％ 
100％ 
100％ 

計 
保育所長 

1.5％ 

７級 ６級 
課長 
41人 
14.3％ 
14.9％ 
13.5％ 

眄昇給期間短縮の状況（Ｈ15.4.1現在） 
区　　　分 合　計 一般行政職 技能労務職 

職員数（A） 

比率（B）／（A） 

比率（B）／（A） 

職員数（A） 

普通昇給期間（12月～24月）を短縮して昇給した職員数（B） 

 

普通昇給期間（12月～24月）を短縮して昇給した職員数（B） 

 

15年度 

14年度 

386人 
0人 
0％ 

0％ 

403人 
0人 

288人 
0人 
0％ 

0％ 

287人 
0人 

98人 
0人 
0％ 

0％ 

116人 
0人 

眩職員手当の状況 

区　分 泉南市 　国 

35,400円 

8,519円 

※１.（　　）内は、再任用職員に係る支給割合です。２.退職手当の１人当たりの平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。 
支給対象地域 全地域 

10％ 

０％ 
672人 

支給率 

国の制度（支給率） 
支給対象職員数 

支給対象職員１人当たりの平均支給額 

眤特別職の報酬等の状況（Ｈ15.4.1現在） 眞部門別職員数の状況（各年4.1現在）

期末手当 
勤勉手当 

退職手当 

調整手当（Ｈ15.4.1現在） 

支給総額 98,713千円 
12,558円 

12,673円 
95,811千円 

職員１人当たり平均支給月額 

職員１人当たり平均支給月額 
支給総額 時間外勤務手当 

区　分 内　容 国の制度と異なる内容 国の制度との異同 

扶養手当 

住居手当 

通勤手当 

同じ 

異なる 

異なる 

14年度 

13年度 

区　分 
職員全体に占める職員手当支給職員の割合 
支給対象職員１人当たり平均支給月額 
手当の種類（手当数） 

代表的な手当の名称 支給額の多い手当 

多くの職員に支給されている手当 

55.1％ 

35種類 
市税事務従事手当、夜間特殊業務手当、 
ごみ収集作業手当 
水火災出動手当、夜間特殊業務手当、現場作業従事手当 

特殊勤務手当 
（14年度） 

※15年度支給割合 
　【期末手当】　　　【勤勉手当】 
６月期　　1.55月分（0.85月分）　　0.7月分（0.35月分） 
12月期　　1.45月分（0.75月分）　　0.7月分（0.35月分） 
　計　　3.00月分（1.6月分）　　　1.4月分（0.7月分） 
※職務上の段階、職務の等級による加算措置　有 

※支給率　　自己都合　　勧奨・定年 
勤続20年　　21.00月分　　28.875月分 
勤続25年　　33.75月分　　44.550月分 
勤続35年　　47.50月分　　62.700月分 
最高限度額　60.00月分　　62.700月分 
その他の加算措置　定年前早期退職特例措置（２～20％加算） 
１人あたり平均支給額　24,255千円 
退職時特別昇給　２号俸 

※支給率　　自己都合　　勧奨・定年 
勤続20年　　21.00月分　　28.875月分 
勤続25年　　33.75月分　　44.550月分 
勤続35年　　47.50月分　　62.700月分 
最高限度額　60.00月分　　62.700月分 
その他の加算措置　定年前早期退職特例措置（２～20％加算）
退職時特別昇給　１号俸 

※15年度支給割合 
　【期末手当】　　　【勤勉手当】 
６月期　1.55月分（0.85月分）　　0.7月分（0.35月分） 
12月期　1.45月分（0.75月分）　　0.7月分（0.35月分） 
　計　　3.00月分（1.6月分）　　1.4月分（0.70月分） 
※職務上の段階、職務の等級による加算措置　有 

※配偶者　14,000円　 
※配偶者以外の扶養親族のうち２人まで6,000円 
（但し、扶養親族でない配偶者を有する場合、１人目に6,500円） 
※配偶者のいない職員の扶養親族１人　11,000円 
※その他の親族　5,000円 
※満16歳の年度初めから満22歳までの子、１人につき5,000円を加算 （Ｈ15.4.1現在） 

（Ｈ15.4.1現在） 

（Ｈ15.4.1現在） 

※家賃11,500まで　０円　 
※家賃11,500円を超え23,000円まで　家賃－11,500円 
※家賃23,000円を超え55,000円まで　家賃×１／２円 
※家賃55,000円を超えるとき　27,500円 
※持ち家　1,700円 

※家賃　　国の制度に500円を加算　
※持ち家　国の制度に700円を加算 

※片道２袰未満　国の制度に50円を加算　 
※片道２袰以上　国の制度に100円を加算 
※交通機関等　　国の支給限度額50,000円 
　に対し、利用者全額支給 

※２袰未満　　　　　2,050円　※25袰以上30袰未満　13,800円　 
※２袰以上10袰未満　4,200円　※30袰以上35袰未満　16,200円 
※10袰以上15袰未満　6,600円　※35袰以上40袰未満　18,600円 
※15袰以上20袰未満　9,000円　※40袰以上　　　　　21,000円 
※20袰以上25袰未満　11,400円 ※交通機関等利用者　全額支給 

区　分 給料月額等 

給　料 
市　長　　　773,500円 
助　役　　　663,000円　　　 
収入役　　　624,800円 

議　長　　　570,000円 
副議長　　　520,000円 
議　員　　　500,000円 

市　長 
助　役 
収入役 

議　長 
副議長 
議　員 

報　酬 

期末手当 

（15年度支給割合） 
　６月期…2.20月分 
　12月期…2.15月分 
　合　計…4.35月分 
（15年度支給割合） 
　６月期…2.25月分 
　12月期…2.15月分 
　合　計…4.40月分 

区　分 職員数 対前年増減数 
部　門 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15
議　会　　　6　　　6　　　6　　　0　　　0　　　0

税　務　　33　　 32　　 29　　 0　　 －1　　　－3　

農林水産   　13　 12　 12　　　0　　　－1　　　0

民　生　　167　　160　　155　　－15　　 －7　　 －5
衛　生　　83　  82　  　73　　 0　　　－1　　　－9

商　工　　　5　　　6　　　5　　 1　　　1　　　－1
土　木　　30　　 35　　 38　　－2　　  5　　　3

教　育　　135　　129　　128　　－2　　 －6　　　－1特別行 
政部門 

公営企 
業等会 
計部門 

消　防　　72　　 70　　 71　　　0　　 －2　　　　1

水　道　　35　　　34　　 36　　　0　　　－1　　 　2
下水道　　21　　 16　　 16　　－2　　　－5　　　0
その他　　17　　 17　　 18　　　8　　　0　　　1　

普通会計　計　 631　　623（2）　603（1）　－19　　－8（2）－20（－1）

小　計　　424　424（2）404（1） －17　　　0（2）－20（－1）

小　計　　207　　199（0）　199（0）　－2　　　－8（0） 0（0）

小　計　　73　　67（1） 70（0）　　6　 －6（1） 3（－1）
合　計　　　704　690（3）673（1） 　－13　－14（3）－17（－2）

総務・企画　　87　　　91　　 86　　－1　　　4　　 －5一
般
行
政
部
門 

市職員の給与状況をお知らせします
泉南市職員の給与について、市民の皆さんに広くその内容を理解していただくため、本市職員の給与

の現状についてお知らせします。なお、ここに掲載する給料などは、すべて税や各種保険料を差し引く
前の金額で、いわゆる手取り額ではありません。 ▼問合せ＝人事課（内線207）
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※行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 
子宮がん検診 
健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

両親教室 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア　 
　　破傷風　 
　　百日せき）　 

風しんの予防接種 

一般健康診断／循環器科検診 
精神保健福祉相談 
障害・慢性疾患児の療育相談 
Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

乳幼児結核検診 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ツベルクリン反応検査 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
２歳児歯科健康診査 
２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

平成15年11月29日をもって、本年度の医療機関での受診は終了しました。 
なお、平成16年度（平成16年4月以降）については、4月に発行する保健センター 
年間行事予定表をご確認ください。 
お問い合わせは、保健センター（薀祗７６１５） 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

笊２月４日貉 
笆３月３日貉 

笊平成15年９月生 
笆平成15年10月生 

身体計測、内科診察、個別指導、ブックスタート、ツベルクリン 
反応検査（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

２月25日貉 
午後０時40分～２時10分 平成14年７月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

２月18日貉 
午後０時半～１時05分 平成12年７月生 

２月19日貅 
午後１時～１時半 平成14年１月生 

２月26日貅 
午後１時半～２時 平成13年７月生 

歯みがき教室 ２月26日貅 
午後１時～１時20分 

平成13年12月生 
平成14年６月生 

２月20日貊 
午後１時半～２時半 
２月４日貉ツベルクリン反応検査 
２月６日貊ツベルクリン判定及びBCG

時間は午後１時半～２時半。生後３か月～４歳未満の乳幼児。なるべく 
１歳までに済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後 
３歳まで）の間に計４回。 
▼初回接種＝生後６か月に達したら約４週間隔で３回。 
▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の間に１回。 
第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学６年生） 
の人に１回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際は軆さわやかバス躱をご利用ください。 

生後12か月～７歳６か月未満の幼児。できるだけ3歳までに済ませて 
ください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

第２、４水曜日 
午前中（要予約） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001）。血圧、検尿、 
血液検査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 
第１金曜日の午後 
（事前予約要） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 
高齢者こころの相談、アルコール健康相談にも応じています。 
医師及び専門職員による相談・指導を行います。 
実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 
２月12日貅・スカイシティオークワ泉南店※時間は午前10時～正午、午後１時～４時半。 
成分献血、400裨献血にご協力ください。▼問合せ＝泉南市献血推進協議会（薀82－7615） 

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 

２月２日豺、９日豺、 
16日豺、23日豺 
午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

２月16日豺 
午後１時～３時 

２月17日貂 
２月24日貂 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） 笊２月６日貊 笆３月５日貊 
乳幼児と保護者 時間は午後１時半～３時。育児相談、身体計測。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等。 
予約は不要。携行品は母子手帳、歯ブラシ、 
筆記用具、問診票。 
※今月受診できない人は、対象月を含め３か月 
以内に受診してください。 

４日間で１コース。携行品は母子手帳と１日目は歯ブラシ、 
コップ、手鏡。２日目は運動のできる服装。なるべく５か月 
以降の安定期にお越しください。途中参加もできます。 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1、3火曜日 
▼北野区民センター第4火曜日 
▼保健センター第2、4木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 

（２００４.２） 
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▼
と
き
＝
二
月
十
七
日
貂
、
二

月
二
十
四
日
貂
午
後
一
時
半
〜

二
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
＝
十
一
歳
以
上
十

三
歳
未
満
（
第
二
期
）
で
、
予

防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
方
▼

携
行
品
＝
母
子
手
帳
、
筆
記
用

具
▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
樽
井

公
民
館
と
共
催
で
心
を
育
て
る

子
育
て
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
誕
生
は
、
人
生
の

大
き
な
転
機
で
す
。
こ
れ
か
ら

親
に
な
る
、
子
育
て
し
て
い
く

自
分
た
ち
を
見
つ
め
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
三
月
七
日
豸
午
前
十

時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公

民
館
▼
対
象
＝
妊
婦
と
そ
の
夫
、

乳
幼
児
の
保
護
者
（
男
性
も
積

極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
）
▼

講
師
＝
前
川
登
代
美

ま

え

が

わ

と

よ

み

さ
ん
（
発

達
相
談
員
）
▼
定
員
＝
五
〇
人

▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
二

月
二
十
七
日
貊
ま
で
に
、
お
電

話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
そ
の

他
＝
▽
子
ど
も
と
一
緒
に
講
義

が
聞
け
る
お
も
ち
ゃ
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
ま
す
▽
一
時
保
育
は
あ

り
ま
せ
ん
▼
問
合
せ
＝
保
健
セ

ン
タ
ー

乳
幼
児
の
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚

炎
の
治
療
、
ケ
ア
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
た
め
、
医
師
、
栄

養
士
、
環
境
衛
生
監
視
員
に
よ

る
教
室
＆
個
別
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
二
月
二
十
六
日
貅

午
後
二
時
〜
五
時
笆
三
月
四
日

貅
午
後
二
時
〜
五
時
▼
と
こ

ろ
＝
泉
佐
野
保
健
所
講
堂
▼
内

容
・
講
師
＝
笊
個
別
相
談
・
真ま

鍋
穣

な
べ
み
の
る
さ
ん
（
阪
南
医
療
生
協
診

療
所
小
児
科
医
）、
教
室
・
食
べ

物
で
注
意
す
る
こ
と
／
栄
養
士

笆
個
別
相
談
・
中
村
義
朗

な
か
む
ら
よ
し
ろ
う

さ
ん

（
中
村
皮
膚
科
皮
膚
科
医
）、
教

室
・
ダ
ニ
と
ア
レ
ル
ギ
ー
／
環

境
衛
生
監
視
員
▼
対
象
＝
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝
個

別
相
談
は
五
人
（
予
約
制
で
先

着
順
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

二
月
二
十
四
日
貂
ま
で
に
、
お

電
話
で
泉
佐
野
保
健
所
（
薀
磆

７
７
０
１
）

大
阪
府
で
は
、
保
健
所
の
専

門
的
・
広
域
的
機
能
の
強
化
を

は
か
る
た
め
、
平
成
十
六
年
四

月
一
日
よ
り
、
泉
佐
野
保
健
所

尾
崎
支
所
を
泉
佐
野
保
健
所

（
本
所
）
に
統
合
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
泉
佐
野
保
健
所
尾

崎
支
所
で
行
っ
て
い
た
業
務
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
泉
佐
野

保
健
所
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
広

報
せ
ん
な
ん
三
月
号
で
も
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
保
健
所

（
薀
磆
７
７
０
１
）

笊
フ
ン
の
後
始
末
を
し
ま
し
ょ

う
＝
犬
の
フ
ン
に
迷
惑
を
受
け

て
い
る
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き

ま
す
。
フ
ン
は
飼
い
主
が
責
任

を
も
っ
て
、
必
ず
持
ち
帰
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
笆
放
し
飼
い

は
や
め
ま
し
ょ
う
＝
他
人
に
け

が
を
さ
せ
た
り
、
他
人
の
家
の

庭
を
荒
ら
し
た
り
す
る
原
因
に

な
り
ま
す
笳
正
し
く
し
つ
け
ま

し
ょ
う
＝
し
つ
け
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
飼
い
主
と
飼
い
犬
と

の
主
従
関
係
を
築
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
飼
い
主
は
正
し
い
し

つ
け
方
を
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
・

環
境
整
備
課
（
内
線
二
四
一
）

一
〇
日
以
内
に
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

サ

ー

ズ

の

流
行
し
て
い
る
地
域
か
ら
帰
っ

て
き
た
方
々
に
つ
い
て
は
、
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
感
染
の
疑
い
が
あ
り
ま

す
の
で
、
医
療
機
関
へ
電
話
等

を
利
用
し
、
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
症
状
と
し
て
、
熱
が
三
八
度

以
上
あ
り
、
筋
肉
痛
や
関
節
痛

な
ど
全
身
に
痛
み
が
あ
り
ま
す

が
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
と
の
鑑
別
が
困

難
な
た
め
、
医
療
機
関
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
保
健
所

（
薀
磆
７
７
０
１
）
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大
阪
府
泉
佐
野
保
健
所

尾
崎
支
所
を
統
合
し
ま
す

犬
は
正
し
く

飼
い
ま
し
ょ
う

高
熱
が
出
た
ら

ご
注
意
く
だ
さ
い

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
の

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

親
に
な
る
と
い
う
こ
と

心
を
育
て
る
子
育
て
講
座

ア
ト
ピ
ー
教
室
＆
相

談
会
を
開
催
し
ま
す

2月1日から1週間は、「生活習慣
病予防週間」です。がん、心臓病、
脳卒中、糖尿病、歯周病といった
生活習慣病は日々の良くない生活
習慣の積み重ねから発症しますの
で、生活習慣を見直すことで予防
するようにしましょう。
昨年度に策定した「健康せんな

ん21」では、「うす味で、野菜たっ
ぷり、血液サラサラ」「運動は心と
身体に一石二鳥」「ストレスと上手
につきあおう」などの目標をあげ
ています。
保健センターでは、健康相談、

栄養相談を実施しています。ご自
分の健康に関して疑問や不安があ

りましたら、お
気軽にご相談く
ださい。※医師、
栄養士による相
談は事前予約が
必要です。
▼問合せ＝保健
センター
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大阪府が募集した「心の輪を広げる体験作文」において、県立・和歌山盲学校中学部2年の石田由香理
い し だ ゆ か り

さ
ん（岡田在住）が、大阪府中学生部門最優秀賞と内閣官房長官優秀賞を受賞し、向井市長に喜びの報告を行
いました。石田さんは、全国盲学校珠算競技大会や弁論大会、水泳大会でも優秀な成績を収められています。
「大会に向けて、練習している時が楽しいですね。健常者の皆さんと一緒に大会に出場し、競技することが
夢です」と力強く抱負を語ってくれました。石田さんの今後の活躍に期待したいですね。 （1月6日）

何でもトライしていきたい！
全盲の石田さんが市長を訪問

「羽ばたけ21世紀　青少年の明るい未来へ」をテ
ーマに、泉南市青少年吹奏楽団と大阪府警察音楽隊
によるジョイントコンサート・第3回ふれあいメロデ
ィーコンサートが文化ホールで開催され、両吹奏楽
団による大迫力の吹奏楽はもちろん、ダンスとの競
演や府警音楽隊女性警察官で編成されるカラーガー
ド隊によるドリル演技なども披露され、満員の観客
席からもアンコールがわき起こるなど、大変な盛り
上がりをみせました。 （12月21日）

次世代を担う青少年育成のために
第3回ふれあいメロディーコンサート

10

ケーブルテレビのチャンネル９
では、泉州地域４市３町の地域情
報番組「わくわくりんくう」を映
像と文字番組で放送しています。
但し、視聴するにはケーブルテ

レビへの加入が必要です。
また、視聴できない地域があり
ますのでご了承ください。
▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は11:00～）
▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は16:00～）
▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は0:00～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝ジェイコ
ム関西・りんくう局（薔０１２０－０８９－３４４）
▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

2月10日貂 
　　～ 
2月23日豺 

1月27日貂 
　　～ 
2月9日豺 

手作り和凧の凧あげ大会と地元泉南 
の海で獲れた蛸の料理（タコの天ぷ 
ら）等を紹介する第1回泉南凧たこ 
フェスティバルの様子を紹介します。 

2月24日貂 
　　～ 
3月8日豺 

金熊寺の梅林が見頃を迎えています。 
今回は金熊寺ブランドとして、良質を 
喜ばれている梅干し・梅酒の仕込みの 
様子と梅林を支える人々を紹介します。 

大阪府警察音楽隊と泉南市青 
少年吹奏楽団によるジョイン 
トコンサート。大迫力のコン 
サートをお楽しみください。 

新
型
水
槽
付
ポ
ン
プ
車
を
配
備
し
ま
し
た
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かつて紡績業がさかんであった泉南地域において、
紡績工場の火災等の火難消除を祈願してはじまった
とされる林昌寺

りんしょうじ

（信達岡中
しんだちおかなか

）の柴燈大護摩供
さい と う お お ご ま く

が、今
年も開催され、火の祭典を一目見ようと近隣から大
勢の見物人らが詰めかけにぎわいをみせました。
愛宕山
あたごさん

山頂の権現堂
ごんげんどう

広場では、松材を車座（八角
形）に組んだ護摩壇（高さ約1.8襷）に火が入れられ
ると、冬空を焦がさんばかりの炎が立ち上り、僧侶
たちがお経を唱えながら、火難消除、無病息災、商
売繁盛等の願い事が書かれた護摩木を奉納しました。
また、護摩壇を焚いた炭の上を合掌しながら歩く
「火渡り」では、家内安全を祈願する人々。行事の最
後に行われる「福餅授

ふくもちさず

け」では、福を授かろうとす
る人々で長蛇の列ができていました。 （１月12日）

火の祭典で諸願成就を
林昌寺の柴燈大護摩供

地域ぐるみでこどもたちの安全を確保しようと、
私立・西信達保育園では園児や保護者、職員ら約70
人が、こども110番の家の旗・お願いウォーキング
を実施しました。地元消防団の団員や区の役員、交
番の警察官、防犯委員の方々（約20人）も応援にか
けつけてくれ、園児たちと共に3コースに分かれ、商
店等の事業所を中心に、約60軒で「110番の旗」の
掲出をお願いしました。
訪問先では、園児たちが「はたをつけてください。

おねがいします。」とかわいい声でお願いすると「は
い、わかりましたよ」と快諾をいただくことができ
ました。 （12月26日）

地域でこどもたちを守ろう！
110番の家・お願いウォーキング

チ
ェ
ッ
ク

消
防
本
部
で
は
、
最
新
鋭
の

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
車
を
購
入

し
、
平
成
十
五
年
十
二
月
十
六

日
に
配
備
を
完
了
し
ま
し
た
。

こ
の
車
両
に
は
、
一
五
〇
〇

誚
の
水
が
積
載
で
き
、
火
災
発

生
時
の
初
期
消
火
に
お
い
て
絶

大
な
威
力
を
発
揮
し
ま
す
。
ま

た
、
毎
分
二
〇
〇
〇
誚
以
上
の

放
水
が
可
能
な
Ａ
・
２
級
ポ
ン

プ
も
積
載
し
て
お
り
、
大
規
模

災
害
に
も
対
応
で
き
る
能
力
を

有
し
て
い
ま
す
。

＊
消
防
ミ
ニ
知
識
＊

消
防
自
動
車
が
な
ぜ
赤

色
な
の
か
知
っ
て
い
ま
す

か
。
実
は
日
本
で
最
初
の

消
防
自
動
車
が
赤
色
だ
っ

た
か
ら
で
す
。
以
後
、
同

じ
赤
色
が
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
赤
色
は
炎
の
色

な
の
で
、
消
防
自
動
車
を

見
る
だ
け
で
火
事
が
連
想

さ
れ
、
火
の
用
心
を
呼
び

か
け
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
、
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
一
見
す
る
と
赤
色

に
見
え
る
消
防
自
動
車
の
塗
色

も
、
道
路
運
送
車
両
法
で
は
、

「
緊
急
自
動
車
の
車
体
の
塗
色

は
、
消
防
自
動
車
に
あ
っ
て
は

朱
色
と
‥
」
と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
厳
密
に
い
え
ば
朱
色
な
の

で
す
。

▼
問
合
せ
＝
消
防
本
部
（
薀
祕

０
１
１
９
／h

ttp
://w

w
w
.

city.sennan.osaka.jp/̃sensy

ou/

）
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泉
南
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こ
の
広
報
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は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
 

まだまだ寒い日が続いていま

すが春はもうすぐです。前回に

続き今月の楽しい博物館のイベ

ントは、春を通り越して夏のイ

ベントをご紹介します。

小学生のみなさんにとって

は、博物館に来て展示を見たり、

説明を読んだり、聞いたりした

だけでは海会寺跡や泉南市の文

化財の大切さなどがなかなか伝

わりにくく、博物館を身近に感

じてもらうことができないもの

です。そこでどんな年代の人た

ちでも楽しみながら海会寺跡の

こと、文化財のことをより深く

わかってもらい、博物館をより

楽しいものとするため毎年夏休

みの時期に行っています。

第１部は歴史たんけん隊で

す。普段は入ることができない

博物館の収蔵庫や遺物整理室を

見学したり、本物の発掘調査で

見つかった土器や瓦を洗った

り、拓本をとったり、海会寺跡

広場に出て、ここを使った歴史

クイズなどのゲーム、古代の火

起こし体験などをとおして、参

加者が歴史に関する情報を能動

的に得られるようになっていま

す。

また、第２部では夜間に博物

館で星のお話や紙芝居を見た

後、海会寺跡広場で星空観測会

を行う「星空たんけん隊」が行

われます。これにより歴史だけ

でなく理科的な分野を総合的に

学習し、さらに博物館を身近に

感じていただけるようになって

います。はるか昔、海会寺を造

った人たちがみたかもしれない

夏の夜空に輝く星の光をみて、

古代に想いをはせるのも楽しい

ものです。皆さんもぜひ、ご参

加ください。

歴史と星空たんけん隊
～こんなに楽しい博物館・２～

シリーズ：「ふるさと歴史紀行」

『行こう古代史博物館！知ろう海会寺跡広場！』
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